
JP 6162253 B2 2017.7.12

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信の装置が実行するワイヤレス通信の方法であって、
　物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のための構成の第１のセットを受信する
ことと、ここにおいて、前記構成の第１のセットにおける各構成は、開始シンボル、レー
トマッチング情報、または疑似コロケーション（ＱＣＬ）インジケーションのうちの少な
くとも１つを定義する、
　拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ＥＰＤＣＣＨ）のための構成の第２のセットを受
信することと、ここにおいて、前記構成の第２のセットは、前記構成の第１のセットの中
からのサブセットに対応し、前記構成の第２のセットは、前記構成の第１のセットの中か
らの構成のサブセットを参照することによって示され、前記構成の第２のセットにおける
各構成は、
　　前記ＥＰＤＣＣＨのための疑似コロケーション（ＱＣＬ）インジケーションパラメー
タ、
　　前記ＥＰＤＣＣＨのための開始シンボルパラメータ、または、
　　前記ＥＰＤＣＣＨのためのレートマッチングパラメータ、
　のうちの少なくとも１つに対応し、
　　ここにおいて、前記構成の第２のセットの各々について、前記ＥＰＤＣＣＨのための
前記ＱＣＬインジケーションパラメータ、前記ＥＰＤＣＣＨのための前記開始シンボルパ
ラメータ、および前記ＥＰＤＣＣＨのための前記レートマッチングパラメータは、前記構
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成の第１のセットからのＰＤＳＣＨ構成に基づく、
　前記ＥＰＤＣＣＨを受信することと、
　前記構成の第２のセットからの少なくとも１つの構成に基づいて前記ＥＰＤＣＣＨを処
理することと
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記構成の第２のセットは、第１のＥＰＤＣＣＨ構成および第２のＥＰＤＣＣＨ構成を
含み、
　前記受信されるＥＰＤＣＣＨは、第１のリソースセットおよび第２のリソースセットに
おいて受信され、
　前記第１のＥＰＤＣＣＨ構成は、前記第１のリソースセットにおいて前記ＥＰＤＣＣＨ
を処理するために定義され、
　前記第２のＥＰＤＣＣＨ構成は、前記第２のリソースセットにおいて前記ＥＰＤＣＣＨ
を処理するために定義される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記構成の第１のセットは、４つのＰＤＳＣＨ構成を含み、前記構成の第２のセットは
、前記４つのＰＤＳＣＨ構成の中からのサブセットである２つのＥＰＤＣＣＨ構成を含む
、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記構成の第２のセットは、無線リソース制御（ＲＲＣ）構成に基づいて前記構成の第
１のセットから選択される、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記構成の第２のセットを受信することは、ＱＣＬ構成パラメータを識別するインジケ
ータを受信することを含み、ここにおいて、前記構成の第２のセットは、前記ＱＣＬ構成
を識別する前記インジケータを使用して前記構成の第１のセットから選択される、請求項
４に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＰＤＳＣＨは、多地点協調システムにおいて実装される、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記構成の第２のセットは、前記ＥＰＤＣＣＨのための前記ＱＣＬインジケーションパ
ラメータに対応する、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＱＣＬインジケーションパラメータは、前記ＥＰＤＣＣＨのためのＱＣＬ－チャネ
ル状態情報（ＣＳＩ）基準信号（ＲＳ）インデックスを備える、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記構成の第２のセットは、前記ＥＰＤＣＣＨのための前記開始シンボルパラメータに
対応する、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記構成の第２のセットは、前記ＥＰＤＣＣＨのための前記レートマッチングパラメー
タに対応する、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記構成の第２のセットにおける各構成は、前記ＥＰＤＣＣＨのための前記ＱＣＬイン
ジケーションパラメータ、前記ＥＰＤＣＣＨのための前記開始シンボルパラメータ、およ
び前記ＥＰＤＣＣＨのための前記レートマッチングパラメータに対応する、請求項１に記
載の方法。
【請求項１２】
　前記構成の第２のセットからの少なくとも１つの構成に基づいて前記ＥＰＤＣＣＨを処
理することは、前記構成の第２のセットからの前記少なくとも１つの構成に基づいてＥＰ
ＤＣＣＨリソース要素（ＲＥ）マッピングおよびＥＰＤＣＣＨアンテナポート疑似コロケ
ーションを決定することを含む、請求項１に記載の方法。
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【請求項１３】
　前記構成の第１のセットは、複数のＰＤＳＣＨ構成を含み、前記構成の第２のセットは
、前記複数のＰＤＳＣＨ構成の中からのサブセットである１つまたは複数のＥＰＤＣＣＨ
構成を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　ワイヤレス通信のための装置が実行するワイヤレス通信の方法であって、
　物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のための構成の第１のセットを構成する
ことと、ここにおいて、前記構成の第１のセットにおける各構成は、開始シンボル、レー
トマッチング情報、または疑似コロケーション（ＱＣＬ）インジケーションのうちの少な
くとも１つを定義する、
　拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ＥＰＤＣＣＨ）のための構成の第２のセットを構
成することと、ここにおいて、前記構成の第２のセットは、前記構成の第１のセットの中
からのサブセットに対応し、前記構成の第２のセットは、前記構成の第１のセットの中か
らの構成のサブセットを参照することによって示され、前記構成の第２のセットにおける
各構成は、
　　前記ＥＰＤＣＣＨのための疑似コロケーション（ＱＣＬ）インジケーションパラメー
タ、
　　前記ＥＰＤＣＣＨのための開始シンボルパラメータ、または、
　　前記ＥＰＤＣＣＨのためのレートマッチングパラメータ、
　のうちの少なくとも１つに対応し、
　　ここにおいて、前記構成の第２のセットの各々について、前記ＥＰＤＣＣＨのための
前記ＱＣＬインジケーションパラメータ、前記ＥＰＤＣＣＨのための前記開始シンボルパ
ラメータ、および前記ＥＰＤＣＣＨのための前記レートマッチングパラメータは、前記構
成の第１のセットからのＰＤＳＣＨ構成に基づく、
　前記ＰＤＳＣＨのための前記構成の第１のセットおよび前記ＥＰＤＣＣＨのための前記
構成の第２のセットを送信することと、
　前記ＥＰＤＣＣＨを送信することと
　を備える、方法。
【請求項１５】
　前記構成の第２のセットは、第１のＥＰＤＣＣＨ構成および第２のＥＰＤＣＣＨ構成を
含み、
　前記送信されるＥＰＤＣＣＨは、第１のリソースセットおよび第２のリソースセットに
おいて送信され、
　前記第１のＥＰＤＣＣＨ構成は、前記第１のリソースセットにおいて前記ＥＰＤＣＣＨ
を処理するために定義され、
　前記第２のＥＰＤＣＣＨ構成は、前記第２のリソースセットにおいて前記ＥＰＤＣＣＨ
を処理するために定義される、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記構成の第１のセットは、４つのＰＤＳＣＨ構成を含み、前記構成の第２のセットは
、前記４つのＰＤＳＣＨ構成の中からのサブセットである２つのＥＰＤＣＣＨ構成を含む
、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記構成の第２のセットは、無線リソース制御（ＲＲＣ）構成に基づいて前記構成の第
１のセットから選択される、請求項１４に記載の方法。
【請求項１８】
　前記構成の第２のセットは、疑似コロケートされた構成を識別するインジケータを含む
、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記ＰＤＳＣＨは、多地点協調システムにおいて実装される、請求項１４に記載の方法
。



(4) JP 6162253 B2 2017.7.12

10

20

30

40

50

【請求項２０】
　前記構成の第２のセットは、前記ＥＰＤＣＣＨのための前記ＱＣＬインジケーションパ
ラメータに対応する、請求項１４に記載の方法。
【請求項２１】
　前記ＱＣＬインジケーションパラメータは、前記ＥＰＤＣＣＨのためのＱＣＬ－チャネ
ル状態情報（ＣＳＩ）基準信号（ＲＳ）インデックスを備える、請求項２０に記載の方法
。
【請求項２２】
　前記構成の第２のセットは、前記ＥＰＤＣＣＨのための前記開始シンボルパラメータに
対応する、請求項１４に記載の方法。
【請求項２３】
　前記構成の第２のセットは、前記ＥＰＤＣＣＨのための前記レートマッチングパラメー
タに対応する、請求項１４に記載の方法。
【請求項２４】
　前記構成の第２のセットは、前記ＥＰＤＣＣＨのための前記ＱＣＬインジケーションパ
ラメータ、前記ＥＰＤＣＣＨのための前記開始シンボルパラメータ、および前記ＥＰＤＣ
ＣＨのための前記レートマッチングパラメータに対応する、請求項１４に記載の方法。
【請求項２５】
　前記構成の第１のセットは、複数のＰＤＳＣＨ構成を含み、前記構成の第２のセットは
、前記複数のＰＤＳＣＨ構成の中からのサブセットである１つまたは複数のＥＰＤＣＣＨ
構成を含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項２６】
　ワイヤレス通信の装置であって、
　物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のための構成の第１のセットを受信する
ための手段と、ここにおいて、前記構成の第１のセットにおける各構成は、開始シンボル
、レートマッチング情報、または疑似コロケーション（ＱＣＬ）インジケーションのうち
の少なくとも１つを定義する、
　拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ＥＰＤＣＣＨ）のための構成の第２のセットを受
信するための手段と、ここにおいて、前記構成の第２のセットは、前記構成の第１のセッ
トの中からのサブセットに対応し、前記構成の第２のセットは、前記構成の第１のセット
の中からの構成のサブセットを参照することによって示され、前記構成の第２のセットに
おける各構成は、
　　前記ＥＰＤＣＣＨのための疑似コロケーション（ＱＣＬ）インジケーションパラメー
タ、
　　前記ＥＰＤＣＣＨのための開始シンボルパラメータ、または、
　　前記ＥＰＤＣＣＨのためのレートマッチングパラメータ、
　のうちの少なくとも１つに対応し、
　　ここにおいて、前記構成の第２のセットの各々について、前記ＥＰＤＣＣＨのための
前記ＱＣＬインジケーションパラメータ、前記ＥＰＤＣＣＨのための前記開始シンボルパ
ラメータ、および前記ＥＰＤＣＣＨのための前記レートマッチングパラメータは、前記構
成の第１のセットからのＰＤＳＣＨ構成に基づく、
　前記ＥＰＤＣＣＨを受信するための手段と、
　前記構成の第２のセットからの少なくとも１つの構成に基づいて前記ＥＰＤＣＣＨを処
理するための手段と
　を備える、装置。
【請求項２７】
　前記構成の第２のセットは、第１のＥＰＤＣＣＨ構成および第２のＥＰＤＣＣＨ構成を
含み、
　前記受信されるＥＰＤＣＣＨは、第１のリソースセットおよび第２のリソースセットに
おいて受信され、
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　前記第１のＥＰＤＣＣＨ構成は、前記第１のリソースセットにおいて前記ＥＰＤＣＣＨ
を処理するために定義され、
　前記第２のＥＰＤＣＣＨ構成は、前記第２のリソースセットにおいて前記ＥＰＤＣＣＨ
を処理するために定義される、請求項２６に記載の装置。
【請求項２８】
　前記構成の第１のセットは、４つのＰＤＳＣＨ構成を含み、前記構成の第２のセットは
、前記４つのＰＤＳＣＨ構成の中からのサブセットである２つのＥＰＤＣＣＨ構成を含む
、請求項２７に記載の装置。
【請求項２９】
　前記構成の第２のセットは、無線リソース制御（ＲＲＣ）構成に基づいて前記構成の第
１のセットから選択される、請求項２６に記載の装置。
【請求項３０】
　前記ＰＤＳＣＨは、多地点協調システムにおいて実装される、請求項２６に記載の装置
。
【請求項３１】
　前記構成の第２のセットは、前記ＥＰＤＣＣＨのための前記ＱＣＬインジケーションパ
ラメータに対応する、請求項２６に記載の装置。
【請求項３２】
　前記構成の第２のセットは、前記ＥＰＤＣＣＨのための前記ＱＣＬインジケーションパ
ラメータ、前記ＥＰＤＣＣＨのための前記開始シンボルパラメータ、および前記ＥＰＤＣ
ＣＨのための前記レートマッチングパラメータに対応する、請求項２６に記載の装置。
【請求項３３】
　前記ＥＰＤＣＣＨを処理するための前記手段は、前記構成の第２のセットからの前記少
なくとも１つの構成に基づいてＥＰＤＣＣＨリソース要素（ＲＥ）マッピングおよびＥＰ
ＤＣＣＨアンテナポート疑似コロケーションを決定する、請求項２６に記載の装置。
【請求項３４】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のための構成の第１のセットを構成する
ための手段と、ここにおいて、前記構成の第１のセットにおける各構成は、開始シンボル
、レートマッチング情報、または疑似コロケーション（ＱＣＬ）インジケーションのうち
の少なくとも１つを定義する、
　拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ＥＰＤＣＣＨ）のための構成の第２のセットを構
成するための手段と、ここにおいて、前記構成の第２のセットは、前記構成の第１のセッ
トの中からのサブセットに対応し、前記構成の第２のセットは、前記構成の第１のセット
の中からの構成のサブセットを参照することによって示され、前記構成の第２のセットに
おける各構成は、
　　前記ＥＰＤＣＣＨのための疑似コロケーション（ＱＣＬ）インジケーションパラメー
タ、
　　前記ＥＰＤＣＣＨのための開始シンボルパラメータ、または、
　　前記ＥＰＤＣＣＨのためのレートマッチングパラメータ、
　のうちの少なくとも１つに対応し、
　　ここにおいて、前記構成の第２のセットの各々について、前記ＥＰＤＣＣＨのための
前記ＱＣＬインジケーションパラメータ、前記ＥＰＤＣＣＨのための前記開始シンボルパ
ラメータ、および前記ＥＰＤＣＣＨのための前記レートマッチングパラメータは、前記構
成の第１のセットからのＰＤＳＣＨ構成に基づく、
　前記ＰＤＳＣＨのための前記構成の第１のセットおよび前記ＥＰＤＣＣＨのための前記
構成の第２のセットを送信するための手段と、
　前記ＥＰＤＣＣＨを送信するための手段と
　を備える、装置。
【請求項３５】
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　前記構成の第２のセットは、第１のＥＰＤＣＣＨ構成および第２のＥＰＤＣＣＨ構成を
含み、
　前記送信されるＥＰＤＣＣＨは、第１のリソースセットおよび第２のリソースセットに
おいて送信され、
　前記第１のＥＰＤＣＣＨ構成は、前記第１のリソースセットにおいて前記ＥＰＤＣＣＨ
を処理するために定義され、
　前記第２のＥＰＤＣＣＨ構成は、前記第２のリソースセットにおいて前記ＥＰＤＣＣＨ
を処理するために定義される、請求項３４に記載の装置。
【請求項３６】
　前記構成の第１のセットは、４つのＰＤＳＣＨ構成を含み、前記構成の第２のセットは
、前記４つのＰＤＳＣＨ構成の中からのサブセットである２つのＥＰＤＣＣＨ構成を含む
、請求項３５に記載の装置。
【請求項３７】
　前記構成の第２のセットは、無線リソース制御（ＲＲＣ）構成に基づいて前記構成の第
１のセットから選択される、請求項３４に記載の装置。
【請求項３８】
　前記ＰＤＳＣＨは、多地点協調システムにおいて実装される、請求項３４に記載の装置
。
【請求項３９】
　前記構成の第２のセットは、前記ＥＰＤＣＣＨのための前記ＱＣＬインジケーションパ
ラメータに対応する、請求項３４に記載の装置。
【請求項４０】
　前記構成の第２のセットは、前記ＥＰＤＣＣＨのための前記ＱＣＬインジケーションパ
ラメータ、前記ＥＰＤＣＣＨのための前記開始シンボルパラメータ、および前記ＥＰＤＣ
ＣＨのための前記レートマッチングパラメータに対応する、請求項３４に記載の装置。
【請求項４１】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のための構成の第１のセットを受信する
ことと、ここにおいて、前記構成の第１のセットにおける各構成は、開始シンボル、レー
トマッチング情報、または疑似コロケーション（ＱＣＬ）インジケーションのうちの少な
くとも１つを定義する、
　拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ＥＰＤＣＣＨ）のための構成の第２のセットを受
信することと、ここにおいて、前記構成の第２のセットは、前記構成の第１のセットの中
からのサブセットに対応し、前記構成の第２のセットは、前記構成の第１のセットの中か
らの構成のサブセットを参照することによって示され、前記構成の第２のセットにおける
各構成は、
　　前記ＥＰＤＣＣＨのための疑似コロケーション（ＱＣＬ）インジケーションパラメー
タ、
　　前記ＥＰＤＣＣＨのための開始シンボルパラメータ、または、
　　前記ＥＰＤＣＣＨのためのレートマッチングパラメータ、
　のうちの少なくとも１つに対応し、
　　ここにおいて、前記構成の第２のセットの各々について、前記ＥＰＤＣＣＨのための
前記ＱＣＬインジケーションパラメータ、前記ＥＰＤＣＣＨのための前記開始シンボルパ
ラメータ、および前記ＥＰＤＣＣＨのための前記レートマッチングパラメータは、前記構
成の第１のセットからのＰＤＳＣＨ構成に基づく、
　前記ＥＰＤＣＣＨを受信することと、
　前記構成の第２のセットからの少なくとも１つの構成に基づいて前記ＥＰＤＣＣＨを処
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理することと
　を行うよう構成される、装置。
【請求項４２】
　前記構成の第２のセットは、第１のＥＰＤＣＣＨ構成および第２のＥＰＤＣＣＨ構成を
含み、
　前記受信されるＥＰＤＣＣＨは、第１のリソースセットおよび第２のリソースセットに
おいて受信され、
　前記第１のＥＰＤＣＣＨ構成は、前記第１のリソースセットにおいて前記ＥＰＤＣＣＨ
を処理するために定義され、
　前記第２のＥＰＤＣＣＨ構成は、前記第２のリソースセットにおいて前記ＥＰＤＣＣＨ
を処理するために定義される、請求項４１に記載の装置。
【請求項４３】
　前記構成の第１のセットは、４つのＰＤＳＣＨ構成を含み、前記構成の第２のセットは
、前記４つのＰＤＳＣＨ構成の中からのサブセットである２つのＥＰＤＣＣＨ構成を含む
、請求項４２に記載の装置。
【請求項４４】
　前記構成の第２のセットは、無線リソース制御（ＲＲＣ）構成に基づいて前記構成の第
１のセットから選択される、請求項４１に記載の装置。
【請求項４５】
　前記ＰＤＳＣＨは、多地点協調システムにおいて実装される、請求項４１に記載の装置
。
【請求項４６】
　前記構成の第２のセットは、前記ＥＰＤＣＣＨのための前記ＱＣＬインジケーションパ
ラメータに対応する、請求項４１に記載の装置。
【請求項４７】
　前記構成の第２のセットは、前記ＥＰＤＣＣＨのための前記ＱＣＬインジケーションパ
ラメータ、前記ＥＰＤＣＣＨのための前記開始シンボルパラメータ、および前記ＥＰＤＣ
ＣＨのための前記レートマッチングパラメータに対応する、請求項４１に記載の装置。
【請求項４８】
　前記構成の第２のセットからの前記少なくとも１つの構成に基づいて前記ＥＰＤＣＣＨ
を処理することは、前記構成の第２のセットからの前記少なくとも１つの構成に基づいて
ＥＰＤＣＣＨリソース要素（ＲＥ）マッピングおよびＥＰＤＣＣＨアンテナポート疑似コ
ロケーションを決定することを含む、請求項４１に記載の装置。
【請求項４９】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のための構成の第１のセットを構成する
ことと、ここにおいて、前記構成の第１のセットにおける各構成は、開始シンボル、レー
トマッチング情報、または疑似コロケーション（ＱＣＬ）インジケーションのうちの少な
くとも１つを定義する、
　拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ＥＰＤＣＣＨ）のための構成の第２のセットを構
成することと、ここにおいて、前記構成の第２のセットは、前記構成の第１のセットの中
からのサブセットに対応し、前記構成の第２のセットは、前記構成の第１のセットの中か
らの構成のサブセットを参照することによって示され、前記構成の第２のセットにおける
各構成は、
　　前記ＥＰＤＣＣＨのための疑似コロケーション（ＱＣＬ）インジケーションパラメー
タ、
　　前記ＥＰＤＣＣＨのための開始シンボルパラメータ、または、
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　　前記ＥＰＤＣＣＨのためのレートマッチングパラメータ、
　のうちの少なくとも１つに対応し、
　　ここにおいて、前記構成の第２のセットの各々について、前記ＥＰＤＣＣＨのための
前記ＱＣＬインジケーションパラメータ、前記ＥＰＤＣＣＨのための前記開始シンボルパ
ラメータ、および前記ＥＰＤＣＣＨのための前記レートマッチングパラメータは、前記構
成の第１のセットからのＰＤＳＣＨ構成に基づく、
　前記ＰＤＳＣＨのための前記構成の第１のセットおよび前記ＥＰＤＣＣＨのための前記
構成の第２のセットを送信することと、
　前記ＥＰＤＣＣＨを送信することと
　を行うよう構成される、装置。
【請求項５０】
　前記構成の第２のセットは、第１のＥＰＤＣＣＨ構成および第２のＥＰＤＣＣＨ構成を
含み、
　前記送信されるＥＰＤＣＣＨは、第１のリソースセットおよび第２のリソースセットに
おいて送信され、
　前記第１のＥＰＤＣＣＨ構成は、前記第１のリソースセットにおいて前記ＥＰＤＣＣＨ
を処理するために定義され、
　前記第２のＥＰＤＣＣＨ構成は、前記第２のリソースセットにおいて前記ＥＰＤＣＣＨ
を処理するために定義される、請求項４９に記載の装置。
【請求項５１】
　前記構成の第１のセットは、４つのＰＤＳＣＨ構成を含み、前記構成の第２のセットは
、前記４つのＰＤＳＣＨ構成の中からのサブセットである２つのＥＰＤＣＣＨ構成を含む
、請求項５０に記載の装置。
【請求項５２】
　前記構成の第２のセットは、無線リソース制御（ＲＲＣ）構成に基づいて前記構成の第
１のセットから選択される、請求項４９に記載の装置。
【請求項５３】
　前記ＰＤＳＣＨは、多地点協調システムにおいて実装される、請求項４９に記載の装置
。
【請求項５４】
　前記構成の第２のセットは、前記ＥＰＤＣＣＨのための前記ＱＣＬインジケーションパ
ラメータに対応する、請求項４９に記載の装置。
【請求項５５】
　前記構成の第２のセットは、前記ＥＰＤＣＣＨのための前記ＱＣＬインジケーションパ
ラメータ、前記ＥＰＤＣＣＨのための前記開始シンボルパラメータ、および前記ＥＰＤＣ
ＣＨのための前記レートマッチングパラメータに対応する、請求項４９に記載の装置。
【請求項５６】
　ワイヤレス通信のためのコンピュータ実行可能なコードを記憶する非一時的なコンピュ
ータ可読媒体であって、
　物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のための構成の第１のセットを受信する
ことと、ここにおいて、前記構成の第１のセットにおける各構成は、開始シンボル、レー
トマッチング情報、または疑似コロケーション（ＱＣＬ）インジケーションのうちの少な
くとも１つを定義する、
　拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ＥＰＤＣＣＨ）のための構成の第２のセットを受
信することと、ここにおいて、前記構成の第２のセットは、前記構成の第１のセットの中
からのサブセットに対応し、前記構成の第２のセットは、前記構成の第１のセットの中か
らの構成のサブセットを参照することによって示され、前記構成の第２のセットにおける
各構成は、
　　前記ＥＰＤＣＣＨのための疑似コロケーション（ＱＣＬ）インジケーションパラメー
タ、
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　　前記ＥＰＤＣＣＨのための開始シンボルパラメータ、または、
　　前記ＥＰＤＣＣＨのためのレートマッチングパラメータ、
　のうちの少なくとも１つに対応し、
　　ここにおいて、前記構成の第２のセットの各々について、前記ＥＰＤＣＣＨのための
前記ＱＣＬインジケーションパラメータ、前記ＥＰＤＣＣＨのための前記開始シンボルパ
ラメータ、および前記ＥＰＤＣＣＨのための前記レートマッチングパラメータは、前記構
成の第１のセットからのＰＤＳＣＨ構成に基づく、
　前記ＥＰＤＣＣＨを受信することと、
　前記構成の第２のセットからの少なくとも１つの構成に基づいて前記ＥＰＤＣＣＨを処
理することと
　を備える方法をワイヤレス通信の装置に実行させるためのコードを備える、非一時的な
コンピュータ可読媒体。
【請求項５７】
　前記構成の第２のセットは、第１のＥＰＤＣＣＨ構成および第２のＥＰＤＣＣＨ構成を
含み、
　前記受信されるＥＰＤＣＣＨは、第１のリソースセットおよび第２のリソースセットに
おいて受信され、
　前記第１のＥＰＤＣＣＨ構成は、前記第１のリソースセットにおいて前記ＥＰＤＣＣＨ
を処理するために定義され、
　前記第２のＥＰＤＣＣＨ構成は、前記第２のリソースセットにおいて前記ＥＰＤＣＣＨ
を処理するために定義される、請求項５６に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項５８】
　前記構成の第１のセットは、４つのＰＤＳＣＨ構成を含み、前記構成の第２のセットは
、前記４つのＰＤＳＣＨ構成の中からのサブセットである２つのＥＰＤＣＣＨ構成を含む
、請求項５７に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項５９】
　前記構成の第２のセットは、無線リソース制御（ＲＲＣ）構成に基づいて前記構成の第
１のセットから選択され、ここにおいて、前記ＰＤＳＣＨは、多地点協調システムにおい
て実装される、請求項５６に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項６０】
　ワイヤレス通信のためのコンピュータ実行可能なコードを記憶する非一時的なコンピュ
ータ可読媒体であって、
　物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のための構成の第１のセットを構成する
ことと、ここにおいて、前記構成の第１のセットにおける各構成は、開始シンボル、レー
トマッチング情報、または疑似コロケーション（ＱＣＬ）インジケーションのうちの少な
くとも１つを定義する、
　拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ＥＰＤＣＣＨ）のための構成の第２のセットを構
成することと、ここにおいて、前記構成の第２のセットは、前記構成の第１のセットの中
からのサブセットに対応し、前記構成の第２のセットは、前記構成の第１のセットの中か
らの構成のサブセットを参照することによって示され、前記構成の第２のセットにおける
各構成は、
　　前記ＥＰＤＣＣＨのための疑似コロケーション（ＱＣＬ）インジケーションパラメー
タ、
　　前記ＥＰＤＣＣＨのための開始シンボルパラメータ、または、
　　前記ＥＰＤＣＣＨのためのレートマッチングパラメータ、
　のうちの少なくとも１つに対応し、
　　ここにおいて、前記構成の第２のセットの各々について、前記ＥＰＤＣＣＨのための
前記ＱＣＬインジケーションパラメータ、前記ＥＰＤＣＣＨのための前記開始シンボルパ
ラメータ、および前記ＥＰＤＣＣＨのための前記レートマッチングパラメータは、前記構
成の第１のセットからのＰＤＳＣＨ構成に基づく、
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　前記ＰＤＳＣＨのための前記構成の第１のセットおよび前記ＥＰＤＣＣＨのための前記
構成の第２のセットを送信することと、
　前記ＥＰＤＣＣＨを送信することと
　を備える方法をワイヤレス通信のための装置に実行させるためのコードを備える、非一
時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項６１】
　前記構成の第２のセットは、第１のＥＰＤＣＣＨ構成および第２のＥＰＤＣＣＨ構成を
含み、
　前記送信されるＥＰＤＣＣＨは、第１のリソースセットおよび第２のリソースセットに
おいて送信され、
　前記第１のＥＰＤＣＣＨ構成は、前記第１のリソースセットにおいて前記ＥＰＤＣＣＨ
を処理するために定義され、
　前記第２のＥＰＤＣＣＨ構成は、前記第２のリソースセットにおいて前記ＥＰＤＣＣＨ
を処理するために定義される、請求項６０に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項６２】
　前記構成の第１のセットは、４つのＰＤＳＣＨ構成を含み、前記構成の第２のセットは
、前記４つのＰＤＳＣＨ構成の中からのサブセットである２つのＥＰＤＣＣＨ構成を含む
、請求項６１に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項６３】
　前記構成の第２のセットは、無線リソース制御（ＲＲＣ）構成に基づいて前記構成の第
１のセットから選択される、請求項６０に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項６４】
　前記ＰＤＳＣＨは、多地点協調システムにおいて実装される、請求項６０に記載のコン
ピュータ可読媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
（関連出願の相互参照）
　[0001]本出願は、２０１２年１１月２日に出願された、「EPDCCH RESOURCE AND QUASI-
CO-LOCATION MANAGEMENT IN LTE」と題された米国仮特許出願第６１／７２２，０９７号
および２０１３年９月９日に出願された、「EPDCCH RESOURCE AND QUASI-CO-LOCATION MA
NAGEMENT IN LTE」と題された米国特許出願第１４／０２１，９８０号の利益を主張し、
それらの全体を参照により本明細書に明確に組み込む。
【０００２】
　[0002]本開示は、一般に、通信システムに関し、より詳細には、多地点協調ワイヤレス
送信を用いるシステムに関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、電話通信、映像、データ、メッセージング、および
ブロードキャストのような様々な電気通信サービスを提供するよう広く展開されている。
典型的なワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソース（例えば、帯域幅、送
信電力）を共有することによって多数のユーザとの通信をサポートすることができる多元
接続技術を用いうる。そのような多元接続技術の例は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）シ
ステム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システ
ム、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波数分割多元
接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、および時分割同期符号分割多元接続（ＴＤ－ＳＣＤＭ
Ａ）システムを含む。
【０００４】
　[0004]これらの多元接続技術は、異なるワイヤレスデバイスが都市、国家、地域、さら
には地球規模で通信することを可能にする共通プロトコルを提供するよう様々な電気通信
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規格において採用されている。台頭してきた電気通信規格の例は、ロングタームエボリュ
ーション（ＬＴＥ）である。ＬＴＥは、第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰ
Ｐ）によって発表されたユニバーサルモバイル電気通信システム（ＵＭＴＳ）のモバイル
規格を向上させたもののセットである。それは、スペクトル効率を改善することによって
モバイルブロードバンドインターネットアクセスをより良くサポートし、コストを下げ、
サービスを改善し、新たなスペクトルを利用し、ダウンリンク（ＤＬ）においてＯＦＤＭ
Ａを、アップリンク（ＵＬ）においてＳＣ－ＦＤＭＡを、そして多入力多出力（ＭＩＭＯ
）アンテナ技術を使用して、他のオープン規格とより良く統合するように設計されている
。しかしながら、モバイルブロードバンドアクセスに対する需要が増大し続けるにつれ、
ＬＴＥ技術における更なる改善に対する必要性が存在する。望ましくは、これらの改良は
、これらの技術を用いる他の多元接続技術および電気通信規格に適用可能であるべきであ
る。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]本開示の一態様では、方法、コンピュータプログラム製品、および装置が提供さ
れる。一態様では、装置は、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のために受信
される構成のセットに関連がある拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ＥＰＤＣＣＨ）の
ための構成のセットを受信しうる。ＰＤＳＣＨのための構成のセットにおける各構成は、
開始シンボル、レートマッチング情報、または疑似コロケーション（quasi-co-location
）（ＱＣＬ）インジケーションのうちの少なくとも１つを定義し、ＥＰＤＣＣＨのための
構成のセットは、ＰＤＳＣＨのための構成のセットの中からのサブセットでありうる。装
置は、その後、ＥＰＤＣＣＨのための構成のセットからの少なくとも１つの構成に基づい
てＥＰＤＣＣＨを受信および処理しうる。
【０００６】
　[0006]一態様では、装置は、制御チャネルのために構成された少なくとも第１のリソー
スセットおよび第２のリソースセットを決定し、第１のリソースセットおよび第２のリソ
ースセットについてアグリゲーションレベルの共通のセットを決定しうる。装置は、第１
のリソースセットのための第１のレートマッチングパラメータ、および第２のリソースセ
ットのための第２のレートマッチングパラメータを決定し、少なくとも、アグリゲーショ
ンレベルの共通のセットならびに第１のレートマッチングパラメータおよび第２のレート
マッチングパラメータを使用して制御チャネルを処理しうる。
【０００７】
　[0007]一態様では、装置は、ＥＰＤＣＣＨの開始シンボルがサブフレームにおける初期
シンボルかどうかを決定し、ＥＰＤＣＣＨの開始シンボルがサブフレームにおける初期シ
ンボルであるときにはサブフレームにおけるレガシ制御チャネルのサブセットを復号する
ことを控えることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】ネットワークアーキテクチャの一例を示す図である。
【図２】アクセスネットワークの一例を示す図である。
【図３】ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の一例を示す図である。
【図４】ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の一例を示す図である。
【図５】ユーザおよび制御プレーンのための無線プロトコルアーキテクチャの一例を示す
図である。
【図６】アクセスネットワークにおける発展型ノードＢおよびユーザ機器の一例を示す図
である。
【図７】異種ネットワークにおける範囲拡張セルラ領域を示す図である。
【図８】ワイヤレス通信の方法のフローチャートである。
【図９】ワイヤレス通信の方法のフローチャートである。
【図１０】ワイヤレス通信の方法のフローチャートである。
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【図１１】ワイヤレス通信の方法のフローチャートである。
【図１２】例示的な装置における異なるモジュール／手段／コンポーネント間のデータフ
ローを示す概念的なデータフロー図である。
【図１３】処理システムを用いる装置のためのハードウェア実装の一例を示す図である。
【図１４】ワイヤレス通信の方法のフローチャートである。
【図１５】ワイヤレス通信の方法のフローチャートである。
【図１６】ワイヤレス通信の方法のフローチャートである。
【図１７】例示的な装置における異なるモジュール／手段／コンポーネント間のデータフ
ローを示す概念的なデータフロー図である。
【図１８】処理システムを用いる装置のためのハードウェア実装の一例を示す図である。
【詳細な説明】
【０００９】
　[0026]添付図面に関連して以下に述べられる詳細な説明は、様々な構成の説明を意図し
たものであって、本明細書において記載される概念が実現されうる唯一の構成を表すこと
を意図したものではない。詳細な説明は、様々な概念の完全な理解をもたらす目的で、具
体的な詳細を含む。しかしながら、これらの概念がこれらの具体的な詳細なしに実現され
うるということは、当業者にとって明らかであろう。いくつかの例において、そのような
概念をあいまいにすることを避けるために、周知の構造およびコンポーネントは、ブロッ
ク図の形態で示される。
【００１０】
　[0027]ここでは、電気通信システムのいくつかの態様が様々な装置および方法に関連し
て提示される。これらの装置および方法は、以下の詳細な説明において説明され、様々な
ブロック、モジュール、コンポーネント、回路、ステップ、処理、アルゴリズム、等（集
合的に「要素」と呼ばれる）により、添付図面において例示される。これらの要素は、電
子ハードウェア、コンピュータソフトウェア、またはそれらの任意の組み合わせを使用し
て実装されうる。そのような要素がハードウェアとしてまたはソフトウェアとして実装さ
れるかどうかは、システム全体において課される設計の制約および具体的な用途に依存す
る。
【００１１】
　[0028]例として、要素、または要素の任意の一部、あるいは要素の任意の組み合わせは
、１つまたは複数のプロセッサを含む「処理システム」を用いて実装されうる。プロセッ
サの例は、本開示を通して記述される様々な機能を実行するよう構成されるマイクロプロ
セッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、フィールドプログ
ラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイス（ＰＬＤ）、ステート
マシン、ゲート論理、離散ハードウェア回路、および他の適切なハードウェアを含む。処
理システムにおける１つまたは複数のプロセッサは、ソフトウェアを実行しうる。ソフト
ウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハードウェ
ア記述言語、または別の方法で呼ばれるかどうかに関わらず、命令、命令のセット、コー
ド、コードセグメント、プログラムコード、プログラム、サブプログラム、ソフトウェア
モジュール、アプリケーション、ソフトウェアアプリケーション、ソフトウェアパッケー
ジ、ルーチン、サブルーチン、オブジェクト、実行ファイル、実行スレッド、プロシージ
ャ、関数、等、を意味するよう広く解釈されるべきである。
【００１２】
　[0029]それ故に、１つまたは複数の例示的な実施形態において、記述される機能は、ハ
ードウェア、ソフウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組み合わせにおいて実
装されうる。ソフトウェアにおいて実装される場合、機能は、コンピュータ可読媒体にお
ける１つまたは複数の命令またはコードとして記憶あるいは符号化されうる。コンピュー
タ可読媒体は、コンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータによってアクセ
スされることができる任意の利用可能な媒体でありうる。限定ではなく例として、そのよ
うなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯ
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Ｍまたは他の光学ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置または他の磁気記憶デバイス
、あるいは命令もしくはデータ構造の形で所望のプログラムコードを搬送または記憶する
よう使用されることができ、コンピュータによってアクセスされることができる任意の他
の媒体を備えることができる。上記の組み合わせはまた、コンピュータ可読媒体の範囲に
含まれるべきである。
【００１３】
　[0030]図１は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャ１００を例示する図である。ＬＴＥ
ネットワークアーキテクチャ１００は、発展型パケットシステム（ＥＰＳ）１００と呼ば
れうる。ＥＰＳ１００は、１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）１０２、発展型ＵＭＴＳ
地上波無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）１０４、発展型パケットコア（ＥＰ
Ｃ）１１０、ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ）１２０、およびオペレータのＩＰサービス１
２２を含みうる。ＥＰＳは、他のアクセスネットワークと相互接続することができるが、
簡潔化のために、それらのエンティティ／インターフェースは、示されていない。示され
るように、ＥＰＳは、パケット交換サービスを提供するが、当業者には容易に理解される
ように、本開示全体を通して提示される様々な概念は、回路交換サービスを提供するネッ
トワークに拡張されうる。
【００１４】
　[0031]Ｅ－ＵＴＲＡＮは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）１０６および他のｅＮＢ１０８を
含む。ｅＮＢ１０６は、ＵＥ１０２に対するユーザおよび制御プレーンプロトコル終端を
提供する。ｅＮＢ１０６は、バックホール（例えば、Ｘ２インターフェース）を介して他
のｅＮＢ１０８と接続されうる。ｅＮＢ１０６はまた、基地局、基地トランシーバ局、無
線基地局、無線トランシーバ、トランシーバ機能、基本サービスセット（ＢＳＳ）、拡張
サービスセット（ＥＳＳ）、または何らかの他の適切な用語で呼ばれうる。ｅＮＢ１０６
は、ＵＥ１０２のためにＥＰＣ１１０へのアクセスポイントを提供する。ＵＥ１０２の例
は、セルラ電話、スマートフォン、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ）電話、ラップト
ップ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、衛星ラジオ、全地球測位システム、マルチメディアデバ
イス、ビデオデバイス、デジタルオーディオプレイヤ（例えば、ＭＰ３プレイヤ）、カメ
ラ、ゲーム機器、タブレット、または任意の他の同様の機能を有するデバイスを含む。Ｕ
Ｅ１０２はまた、当業者によって、モバイル局、加入者局、モバイルユニット、加入者ユ
ニット、ワイヤレスユニット、遠隔ユニット、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイス、
ワイヤレス通信デバイス、遠隔デバイス、モバイル加入者局、アクセス端末、モバイル端
末、ワイヤレス端末、遠隔端末、ハンドセット、ユーザエージェント、モバイルクライア
ント、クライアント、または何らかの他の適切な用語で呼ばれうる。
【００１５】
　[0032]ｅＮＢ１０６は、（例えば、Ｓ１インターフェースによって）ＥＰＣ１１０に接
続される。ＥＰＣ１１０は、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）１１２、他のＭＭＥ
１１４、サービングゲートウェイ１１６、およびパケットデータネットワーク（ＰＤＮ）
ゲートウェイ１１８を含む。ＭＭＥ１１２は、ＵＥ１０２とＥＰＣ１１０との間のシグナ
リングを処理する制御ノードである。一般的に、ＭＭＥ１１２は、ベアラおよび接続管理
を提供する。すべてのユーザＩＰパケットは、ＰＤＮゲートウェイ１１８に接続される、
サービングゲートウェイ１１６を通じて転送される。ＰＤＮゲートウェイ１１８は、ＵＥ
にＩＰアドレスの割り振り、ならびに他の機能を提供する。ＰＤＮゲートウェイ１１８は
、オペレータのＩＰサービス１２２に接続される。オペレータのＩＰサービス１２２は、
インターネット、イントラネット、ＩＰマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ）、および
パケット交換ストリーミングサービス（ＰＳＳ）を含みうる。
【００１６】
　[0033]図２は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャにおけるアクセスネットワーク２０
０の一例を示す図である。この例において、アクセスネットワーク２００は、いくつもの
セルラ領域（セル）２０２に分割される。１つまたは複数のより低電力クラスのｅＮＢ２
０８は、セル２０２のうちの１つまたは複数と重複するセルラ領域２１０を有しうる。よ
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り低電力クラスのｅＮＢ２０８は、フェムトセル（例えば、ホームｅＮＢ（ＨｅＮＢ））
、ピコセル、マイクロセル、またはリモートラジオヘッド（ＲＲＨ）でありうる。マクロ
ｅＮＢ２０４は各々、それぞれのセル２０２に割り当てられ、セル２０２内のすべてのＵ
Ｅ２０６のためにＥＰＣ１１０へのアクセスポイントを提供するように構成される。アク
セスネットワーク２００のこの例には集中コントローラが存在しないが、代替の構成では
集中コントローラが使用されうる。ｅＮＢ２０４は、無線ベアラ制御、アドミッション制
御、モビリティ制御、スケジューリング、セキュリティ、およびサービングゲートウェイ
１１６への接続を含む、すべての無線関連機能を担う。
【００１７】
　[0034]アクセスネットワーク２００によって用いられる変調および多元接続スキームは
、展開されている特定の電気通信規格に応じて異なりうる。ＬＴＥアプリケーションでは
、周波数分割複信（ＦＤＤ）および時分割複信（ＴＤＤ）の両方をサポートするよう、Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡがＵＬにおいて使用され、ＯＦＤＭがＤＬにおいて使用される。以下の詳細
な説明から当業者には容易に理解されるように、本明細書において提示される様々な概念
は、ＬＴＥアプリケーションによく適する。しかしながら、これらの概念は、他の変調お
よび多元接続技法を用いる他の電気通信規格に容易に拡張されうる。一例として、これら
の概念は、エボリューションデータオプティマイズド（Evolution-Data Optimized）（Ｅ
Ｖ－ＤＯ）またはウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）に拡張されうる。ＥＶ－Ｄ
ＯおよびＵＭＢは、ＣＤＭＡ２０００ファミリの規格の一部として、第３世代パートナー
シッププロジェクト２（３ＧＰＰ２）によって公表されたエアインターフェース規格であ
り、モバイル局にブロードバンドインターネットアクセスを提供するためにＣＤＭＡを用
いる。これらの概念はまた、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ（登録商標））、およびＴＤ
－ＳＣＤＭＡのようなＣＤＭＡの他の変形例を用いるユニバーサル地上無線アクセス（Ｕ
ＴＲＡ）、ＴＤＭＡを用いるグローバル移動体通信システム（ＧＳＭ（登録商標））、お
よびＯＦＤＭＡを用いるフラッシュＯＦＤＭ、ＩＥＥＥ８０２．２０、ＩＥＥＥ８０２．
１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、
ならびに発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）に拡張されうる。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、Ｕ
ＭＴＳ、ＬＴＥ、およびＧＳＭ（登録商標）は、３ＧＰＰの組織からの文書において記述
される。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、３ＧＰＰ２の組織からの文書において記述さ
れる。用いられる実際のワイヤレス通信規格および多元接続技術は、システムにおいて課
せられる全体的な設計の制約および具体的な用途に依存する。
【００１８】
　[0035]ｅＮＢ２０４は、ＭＩＭＯ技術をサポートするマルチプルなアンテナを有しうる
。ＭＩＭＯ技術の使用は、ｅＮＢ２０４が、空間多重化、ビームフォーミング、および送
信ダイバーシティをサポートするために空間ドメインを利用することを可能にする。空間
多重化は、同じ周波数において同時にデータの異なるストリームを送信するために使用さ
れうる。データストリームは、データレートを増大させるよう単一のＵＥ２０６に、また
は全システム容量を増大させるようマルチプルなＵＥ２０６に送信されうる。これは、各
データストリームを空間的にプリコーディングし（すなわち、振幅および位相のスケーリ
ングを適用し）、次いで、ＤＬにおいてマルチプルな送信アンテナを通じて空間的にプリ
コーディングされた各ストリームを送信することによって達成される。空間的にプリコー
ディングされたデータストリームは、異なる空間シグネチャとともにＵＥ２０６へと到達
し、それは、ＵＥ２０６の各々が、そのＵＥ２０６に宛てられた１つまたは複数のデータ
ストリームを復元することを可能にする。ＵＬにおいて、各ＵＥ２０６は、空間的にプリ
コーディングされたデータストリームを送信し、それは、ｅＮＢ２０４が、空間的にプリ
コーティングされた各データストリームのソースを識別することを可能にする。
【００１９】
　[0036]空間多重化は、一般的に、チャネル条件が良好なときに使用される。チャネル条
件があまり好ましくないときには、ビームフォーミングは１つまたは複数の方向に送信エ
ネルギーを集中させるために使用されうる。これは、マルチプルなアンテナを通じた送信
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のためにデータを空間的にプリコーディングすることによって達成されうる。セルの端に
おいて良好なカバレッジを達成するために、単一ストリームのビームフォーミング送信が
、送信ダイバーシティと組み合わせて使用されうる。
【００２０】
　[0037]以下の詳細な説明では、アクセスネットワークの様々な態様について、ＤＬでＯ
ＦＤＭをサポートするＭＩＭＯシステムに関連して説明する。ＯＦＤＭは、ＯＦＤＭシン
ボル内でいくつかのサブキャリアにわたってデータを変調する拡散スペクトル技法である
。サブキャリアは、精密な周波数で離隔されている。離隔は、受信機がサブキャリアから
データを復元することを可能にする「直交性」を提供する。時間ドメインにおいて、ＯＦ
ＤＭシンボル間干渉に対抗するよう、ガードインターバル（例えば、サイクリックプリフ
ィクス）が、各ＯＦＤＭシンボルに追加されうる。ＵＬは、高いピーク対平均電力比（Ｐ
ＡＰＲ）を補償するようＤＦＴ拡散ＯＦＤＭ信号の形態でＳＣ－ＦＤＭＡを使用しうる。
【００２１】
　[0038]図３は、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の一例を示す図３００である。フレー
ム（１０ｍｓ）は、１０の等しいサイズのサブフレームに分割されうる。各サブフレーム
は、２つの連続する時間スロットを含みうる。リソースグリッドは、２つの時間スロット
を表すために使用され、各タイムスロットは、リソースブロックを含む。リソースグリッ
ドは、マルチプルなリソース要素に分割される。ＬＴＥにおいて、リソースブロックは、
周波数ドメインにおける１２の連続するサブキャリアを含み、各ＯＦＤＭシンボルにおけ
るノーマルなサイクリックプリフィクスでは、時間ドメインにおける７つの連続するＯＦ
ＤＭシンボルを含み、合計で８４のリソース要素を含む。拡張サイクリックプリフィック
スでは、リソースブロックは、時間ドメインにおいて６つの連続するＯＦＤＭシンボルを
含み、合計で７２のリソース要素を有する。Ｒ３０２、３０４として示される、リソース
要素のうちのいくつかは、ＤＬ基準信号（ＤＬ－ＲＳ）を含む。ＤＬ－ＲＳは、セル固有
ＲＳ（ＣＲＳ）（共通ＲＳと呼ばれることもある）３０２およびＵＥ固有ＲＳ（ＵＥ－Ｒ
Ｓ）３０４を含む。ＵＥ－ＲＳ３０４は、対応する物理ＤＬ共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）
がマッピングされるリソースブロックにおいてのみ送信される。各リソース要素によって
搬送されるビット数は、変調スキームに依存する。したがって、ＵＥが受信するリソース
ブロックがより多いほど、および変調スキームがより高いほど、ＵＥのためのデータレー
トは、より高くなる。
【００２２】
　[0039]図４は、ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の一例を示す図４００である。ＵＬの
ために利用可能なリソースブロックは、データセクションおよび制御セクションに区分さ
れうる。制御セクションは、システム帯域幅の両端において形成され、構成可能なサイズ
を有しうる。制御セクション内のリソースブロックは、制御情報の送信のためにＵＥに割
り当てられうる。データセクションは、制御セクションに含まれないすべてのリソースブ
ロックを含みうる。ＵＬフレーム構造は、隣接するサブキャリアを含むデータセクション
をもたらし、それは、単一のＵＥが、データセクション内の隣接するサブキャリアのすべ
てを割り当てられることを可能にしうる。
【００２３】
　[0040]ＵＥは、ｅＮＢに制御情報を送信するために制御セクションにおいてリソースブ
ロック４１０ａ、４１０ｂを割り当てられうる。ＵＥはまた、ｅＮＢにデータを送信する
ためにデータセクションにおいてリソースブロック４２０ａ、４２０ｂを割り当てられう
る。ＵＥは、制御セクションにおける割り当てられたリソースブロックにおける物理ＵＬ
制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）において制御情報を送信しうる。ＵＥは、データセクション
内の割り当てられたリソースブロックにおける物理ＵＬ共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）にお
いて、データのみ、またはデータおよび制御情報の両方を送信しうる。ＵＬ送信は、サブ
フレームの両スロットにまたがり、周波数にわたってホッピングしうる。
【００２４】
　[0041]リソースブロックのセットが、初期システムアクセスを行い、物理ランダムアク
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セスチャネル（ＰＲＡＣＨ）４３０においてＵＬ同期を達成するために使用されうる。Ｐ
ＲＡＣＨ４３０は、ランダムシーケンスを搬送するが、ＵＬデータ／シグナリングは搬送
することができない。各ランダムアクセスプリアンブルは、６つの連続するリソースブロ
ックに対応する帯域幅を占有する。開始周波数は、ネットワークによって指定される。す
なわち、ランダムアクセスプリアンブルの送信は、ある特定の時間および周波数リソース
に制限される。ＰＲＡＣＨについては周波数ホッピングは存在しない。ＰＲＡＣＨ試行は
、単一のサブフレーム（１ｍｓ）において、または少数の隣接するサブフレームのシーケ
ンスにおいて搬送され、ＵＥは、フレーム（１０ｍｓ）毎に単一のＰＲＡＣＨ試行のみを
行うことができる。
【００２５】
　[0042]図５は、ＬＴＥにおけるユーザおよび制御プレーンのための無線プロトコルアー
キテクチャの一例を示す図５００である。ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロトコルアー
キテクチャは、レイヤ１、レイヤ２、およびレイヤ３の３つのレイヤを用いて示される。
レイヤ１（Ｌ１レイヤ）は、最下位のレイヤであり、様々な物理レイヤ信号処理機能を実
装する。Ｌ１レイヤは、本明細書では物理レイヤ５０６と呼ばれる。レイヤ２（Ｌ２レイ
ヤ）５０８は、物理レイヤ５０６よりも上位にあり、物理レイヤ５０６にわたるＵＥとｅ
ＮＢとの間のリンクを担う。
【００２６】
　[0043]ユーザプレーンにおいて、Ｌ２レイヤ５０８は、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）サ
ブレイヤ５１０、無線リンク制御（ＲＬＣ）サブレイヤ５１２、およびパケットデータコ
ンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）５１４サブレイヤを含み、それらは、ネットワー
ク側でｅＮＢにおいて終端する。図示していないが、ＵＥは、ネットワーク側でＰＤＮゲ
ートウェイ１１８において終端するネットワークレイヤ（例えば、ＩＰレイヤ）、および
接続の他端（例えば、遠端ＵＥ、サーバ、等）において終端するアプリケーションレイヤ
を含む、Ｌ２レイヤ５０８よりも上の、いくつかの上位レイヤを有しうる。
【００２７】
　[0044]ＰＤＣＰサブレイヤ５１４は、異なる無線ベアラおよび論理チャネル間において
多重化を提供する。ＰＤＣＰサブレイヤ５１４はまた、無線送信のオーバヘッドを低減す
るよう上位レイヤデータパケットのためのヘッダ圧縮、データパケットを暗号化すること
によるセキュリティ、およびｅＮＢ間におけるＵＥのためのハンドオーバサポートを提供
する。ＲＬＣサブレイヤ５１２は、上位レイヤデータパケットのセグメンテーションおよ
びリアセンブリ、損失データパケットの再送、およびハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲ
Ｑ）に起因する、順序が乱れた受信を補償するデータパケットの並び替えを提供する。Ｍ
ＡＣサブレイヤ５１０は、論理およびトランスポートチャネル間における多重化を提供す
る。ＭＡＣサブレイヤ５１０はまた、ＵＥの中における１つのセルにおいて様々な無線リ
ソース（例えば、リソースブロック）の割り振りを担う。ＭＡＣサブレイヤ５１０はまた
、ＨＡＲＱ動作を担う。
【００２８】
　[0045]制御プレーンにおいて、ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロトコルアーキテクチ
ャは、制御プレーンについてはヘッダ圧縮機能が存在しないという点を除き、物理レイヤ
５０６およびＬ２レイヤ５０８の場合と実質的に同じである。制御プレーンはまた、レイ
ヤ３（Ｌ３レイヤ）における無線リソース制御（ＲＲＣ）サブレイヤ５１６を含む。ＲＲ
Ｃサブレイヤ５１６は、無線リソース（すなわち、無線ベアラ）を取得することと、ｅＮ
ＢとＵＥとの間においてＲＲＣシグナリングを使用してより下位のレイヤを構成すること
とを担う。
【００２９】
　[0046]図６は、アクセスネットワークにおいてＵＥ６５０と通信するｅＮＢ６１０のブ
ロック図である。ＤＬでは、コアネットワークからの上位レイヤパケットが、コントロー
ラ／プロセッサ６７５に提供される。コントローラ／プロセッサ６７５は、Ｌ２レイヤの
機能を実装する。ＤＬにおいて、コントローラ／プロセッサ６７５は、ヘッダの圧縮、暗
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号化、パケットセグメンテーションおよび並び替え、論理およびトランスポートチャネル
間における多重化、および様々な優先順位メトリックに基づくＵＥ６５０への無線リソー
スの割り振りを提供する。コントローラ／プロセッサ６７５はまた、ＨＡＲＱ動作、損失
パケットの再送、ＵＥ６５０へのシグナリングを担う。
【００３０】
　[0047]送信（ＴＸ）プロセッサ６１６は、Ｌ１レイヤ（すなわち、物理レイヤ）のため
の様々な信号処理機能を実装する。信号処理機能は、ＵＥ６５０における前方誤り訂正（
ＦＥＣ）を容易にするようコーディングおよびインターリーブすることと、様々な変調ス
キーム（例えば、２位相偏移変調（ＢＰＳＫ）、４位相偏移変調（ＱＰＳＫ）、Ｍ位相偏
移変調（Ｍ－ＰＳＫ）、Ｍ値直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ））に基づいて信号コンステレー
ションにマッピングすることとを含む。コーディングおよび変調されるシンボルは、次い
で、並列のストリームに分けられる。各ストリームは、次いで、ＯＦＤＭサブキャリアに
マッピングされ、時間および／または周波数ドメインにおいて基準信号（例えば、パイロ
ット）と多重化され、次いで、逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ）を使用して互いに組み合
わされて、時間ドメインＯＦＤＭシンボルストリームを搬送する物理チャネルを生成する
。ＯＦＤＭストリームは、マルチプルな空間ストリームを生成するよう空間的にプリコー
ディングされる。チャネル推定器６７４からのチャネル推定値は、コーディングおよび変
調スキームを決定するために、ならびに空間処理のために使用されうる。チャネル推定値
は、ＵＥ６５０によって送信される基準信号および／またはチャネル条件フィードバック
から導出されうる。各空間ストリームは、次いで、別個の送信機６１８ＴＸを介して異な
るアンテナ６２０に提供される。各送信機６１８ＴＸは、送信のためにそれぞれの空間ス
トリームを用いてＲＦキャリアを変調する。
【００３１】
　[0048]ＵＥ６５０において、各受信機６５４ＲＸは、それのそれぞれのアンテナ６５２
を通して信号を受信する。各受信機６５４ＲＸは、ＲＦキャリアに変調された情報を復元
し、その情報を受信（ＲＸ）プロセッサ６５６に提供する。ＲＸプロセッサ６５６は、Ｌ
１レイヤの様々な信号処理機能を実装する。ＲＸプロセッサ６５６は、ＵＥ６５０に宛て
られた任意の空間ストリームを復元するために情報に対して空間処理を実施する。マルチ
プルな空間ストリームがＵＥ６５０に宛てられた場合、それらは、ＲＸプロセッサ６５６
により単一のＯＦＤＭシンボルストリームへと組み合わされうる。ＲＸプロセッサ６５６
は、次いで、高速フーリエ変換（ＦＦＴ）を使用して、ＯＦＤＭシンボルストリームを時
間ドメインから周波数ドメインへと変換する。周波数ドメイン信号は、ＯＦＤＭ信号の各
サブキャリアのための別個のＯＦＤＭシンボルストリームを備える。各サブキャリアにお
けるシンボル、および基準信号は、ｅＮＢ６１０によって送信される、最も可能性の高い
信号コンステレーションポイントを決定することによって復元および復調される。これら
の軟判定は、チャネル推定器６５８によって計算されるチャネル推定値に基づきうる。軟
判定は、次いで、物理チャネルにおいてｅＮＢ６１０により当初送信されたデータおよび
制御信号を復元するために復号されデインターリーブされる。データおよび制御信号は、
次いで、コントローラ／プロセッサ６５９に提供される。
【００３２】
　[0049]コントローラ／プロセッサ６５９はＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロ
セッサは、プログラムコードおよびデータを記憶するメモリ６６０に関連付けられうる。
メモリ６６０は、コンピュータ可読媒体と呼ばれうる。ＵＬにおいて、コントローラ／プ
ロセッサ６５９は、コアネットワークからの上位レイヤパケットを復元するために、トラ
ンスポートおよび論理チャネル間における逆多重化、パケットのリアセンブリ、暗号解読
、ヘッダの圧縮解除、制御信号処理を提供する。上位レイヤパケットは、次いで、データ
シンク６６２に提供され、それは、Ｌ２レイヤよりも上位のすべてのプロトコルレイヤを
表す。様々な制御信号はまた、Ｌ３処理のためにデータシンク６６２に提供されうる。コ
ントローラ／プロセッサ６５９はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするよう肯定応答（ＡＣ
Ｋ）および／または否定応答（ＮＡＣＫ）プロトコルを使用して誤り検出を担う。
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【００３３】
　[0050]ＵＬでは、データソース６６７は、コントローラ／プロセッサ６５９に上位レイ
ヤパケットを提供するために使用される。データソース６６７は、Ｌ２レイヤより上位の
すべてのプロトコルレイヤを表す。ｅＮＢ６１０によるＤＬ送信に関連して記載された機
能と同様に、コントローラ／プロセッサ６５９は、ヘッダ圧縮、暗号化、パケットセグメ
ンテーションと並び替え、およびｅＮＢ６１０による無線リソースの割り振りに基づく論
理およびトランスポートチャネル間における多重化を提供することにより、ユーザプレー
ンおよび制御プレーンに関してＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロセッサ６５９
はまた、ＨＡＲＱ動作、損失パケットの再送、およびｅＮＢ６１０へのシグナリングを担
う。
【００３４】
　[0051]ｅＮＢ６１０によって送信される基準信号またはフィードバックからチャネル推
定器６５８によって導出されるチャネル推定値は、適切なコーディングおよび変調スキー
ムを選択し、空間処理を容易にするために、ＴＸプロセッサ６６８によって使用されうる
。ＴＸプロセッサ６６８によって生成される空間ストリームは、別個の送信機６５４ＴＸ
を介して異なるアンテナ６５２に提供される。各送信機６５４ＴＸは、送信のためにそれ
ぞれの空間ストリームを用いてＲＦキャリアを変調する。
【００３５】
　[0052]ＵＬ送信は、ＵＥ６５０における受信機機能に関連して説明したものと同様の形
で、ｅＮＢ６１０において処理される。各受信機６１８ＲＸは、そのそれぞれのアンテナ
６２０を通じて信号を受信する。各受信機６１８ＲＸは、ＲＦキャリアにおいて変調され
る情報を復元し、ＲＸプロセッサ６７０に情報を提供する。ＲＸプロセッサ６７０は、Ｌ
１レイヤを実装しうる。
【００３６】
　[0053]コントローラ／プロセッサ６７５はＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロ
セッサ６７５は、プログラムコードおよびデータを記憶するメモリ６７６に関連付けられ
ることができる。メモリ６７６は、コンピュータ可読媒体と呼ばれうる。ＵＬにおいて、
コントローラ／プロセッサ６７５は、ＵＥ６５０からの上位レイヤパケットを復元するた
めに、トランスポートおよび論理チャネル間における逆多重化、パケットのリアセンブリ
、暗号解読、ヘッダの圧縮解除、制御信号処理を提供する。コントローラ／プロセッサ６
７５からの上位レイヤパケットは、コアネットワークに提供されうる。コントローラ／プ
ロセッサ６７５はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするようＡＣＫおよび／またはＮＡＣＫ
プロトコルを使用する誤り検出を担う。
【００３７】
　[0054]図７は、異種ネットワークにおける範囲拡張セルラ領域を例示する図７００であ
る。ＲＲＨ７１０ｂのようなより低電力クラスのｅＮＢは、ＲＲＨ７１０ｂとマクロｅＮ
Ｂ７１０ａとの間の拡張セル間干渉協調を通して、およびＵＥ７２０によって実施される
干渉除去を通してセルラ領域７０２から拡張された、範囲拡張セルラ領域７０３を有しう
る。拡張セル間干渉協調において、ＲＲＨ７１０ｂは、ＵＥ７２０の干渉条件に関するマ
クロｅＮＢ７１０ａからの情報を受信する。その情報によって、ＲＲＨ７１０ｂは、ＵＥ
７２０が範囲拡張セルラ領域７０３に入るときに、範囲拡張セルラ領域７０３内のＵＥ７
２０をサーブし、マクロｅＮＢ７１０ａからのＵＥ７２０のハンドオフを受け容れること
が可能になる。
【００３８】
　[0055]多地点協調（ＣｏＭＰ）は、複数の異なる基地局を使用する送信および受信の動
的協調を可能にする。ＣｏＭＰ送信スキームは、通常、マルチプルな基地局が１つまたは
複数のＵＥに対する送信を協調すること（ＤＬ ＣｏＭＰ）および／または１つまたは複
数のＵＥからの受信を協調すること（ＵＬ ＣｏＭＰ）を可能にする。ＤＬ ＣｏＭＰおよ
びＵＬ ＣｏＭＰは、ＵＥのために別個にまたは一緒に可能にされることができる。一例
において、ジョイント送信ＤＬ ＣｏＭＰは、マルチプルなｅＮＢを使用して、ＵＥに同
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じデータを送信する。別の例において、ジョイント受信ＵＬ ＣｏＭＰは、ＵＥから同じ
データを受信するマルチプルなｅＮＢを使用する。別の例において、協調ビームフォーミ
ング（ＣＢＦ）は、近隣セルにおけるＵＥに対する干渉を低減するよう選択されるビーム
を使用してｅＮＢからＵＥに送信することを伴う。別の例において、動的ポイント選択（
ＤＰＳ）は、データ送信に関与するセル（１つまたは複数）がサブフレームごとに変わる
ことを可能にする。
【００３９】
　[0056]ＣｏＭＰは、同種ネットワークおよび／または異種ネットワーク（ＨｅｔＮｅｔ
）において実装されうる。マルチプルなｅＮＢは、ＵＥについての送信アンテナの重み、
送信パラメータ、およびスケジューリングを決定するよう協働しうる。ＣｏＭＰに関与す
るノードは、いくらかのレイテンシおよび限られた帯域幅によって特徴づけられ得るＸ２
インターフェースを用いて、および／または、レイテンシを最小限にし、事実上「制限さ
れない帯域幅」である、より大きい帯域幅を得るために、ファイバによって、接続される
ことができる。ＨｅｔＮｅｔ ＣｏＭＰにおいて、低電力ノードは、ＲＨＨと呼ばれうる
。
【００４０】
　[0057]同じまたは異なるセルから送信される２つの基準信号は、ＵＥから見て、少なく
とも同じ周波数シフト、ドップラ拡散、受信されるタイミング、および／または遅延拡散
を有する場合に、疑似コロケートされた（ＱＣＬ：quasi-co-located）と言われることが
できる。ＣｏＭＰ動作は、ある特定のＰＤＳＣＨリソース要素（ＲＥ）マッピング、およ
び（復調基準信号（ＤＭＲＳ）としても知られている）ユーザ機器基準信号（ＵＥ－ＲＳ
）ならびにチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）のＱＣＬを要求しうる。ＲＲＣシ
グナリングについて、コンポーネントキャリア毎のＱＣＬパラメータおよびＰＤＳＣＨ 
ＲＥマッピングの最大４つまでのセットは、ＤＣＩによって示されうる。一例において、
ＤＣＩシグナリングは、ｎＳＣＩＤとともに、上位レイヤによって構成される４つのパラ
メータセットの中のＱＣＬパラメータセットおよびＰＤＳＣＨ ＲＥマッピングを動的に
選択する、新しいＤＣＩビットを含みうる。例えば、新しいＤＣＩビットは、「ＰＤＳＣ
Ｈ ＲＥマッピングおよび疑似コロケーションインジケータ」（ＰＱＩ）ビットと呼ばれ
うる。一態様では、ＰＱＩビットは、ダウンリンク送信モード（ＴＭ）１０のためにＤＣ
Ｉフォーマット２Ｄを形成するようＤＣＩフォーマット２Ｃのコンテンツに追加されうる
。別の態様では、２つのＰＱＩビットは、ダウンリンクＴＭ１０のためにＤＣＩフォーマ
ットを形成するようＤＣＩフォーマット２Ｃのコンテンツに追加されうる。
【００４１】
　[0058]ＤＣＩにおいてシグナリングされうるセットの各々は、パラメータの上位レイヤ
リストに対応しうる。一態様では、パラメータの上位レイヤリストは、複数のセル固有基
準信号（ＣＲＳ）ポートの数｛１、２、４・・・、ｘ｝、ＣＲＳ周波数シフト、ＭＢＳＦ
Ｎサブフレーム構成、ＺＰ ＣＳＩ－ＲＳの構成、値Ｎ＝｛０または予約された値、１、
２、３、４（システム帯域幅に関してのみ＜＝１０ＰＲＢ）、非クロススケジューリング
の場合におけるサービングセルの物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩ
ＣＨ）またはクロスキャリアスケジューリングの場合における上位レイヤの構成される値
｝でありうるＰＤＳＣＨ開始シンボル、および／またはＮＺＰ ＣＳＩ－ＲＳリソースイ
ンデックスを含み得、ＱＣＬは、ＵＥ－ＲＳおよびＣＳＩ－ＲＳリソース間において仮定
される。
【００４２】
　[0059]ＵＥは、キャリアアグリゲーション（ＣＡ）のために最大５つまでのコンポーネ
ントキャリア（ＣＣ）を取り扱うよう構成されることができ、コンポーネントキャリアの
うちの１つは、プライマリＣＣ（ＰＣＣ）として指定され、残りのコンポーネントキャリ
アはセカンダリＣＣ（ＳＣＣ）と呼ばれる。クロスキャリアスケジューリングは、ＣＡを
用いてＵＥのためにサポートされ得、ＰＤＳＣＨは、ＰＣＣまたはＳＣＣであることがで
きる（スケジューリングＣＣとも呼ばれる）異なるＣＣにおける物理ダウンリンク制御チ
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ャネル（ＰＤＣＣＨ）によって（スケジュールされたＣＣとも呼ばれる）ＳＣＣにおいて
スケジュールされることができる。このケースにおいて、３ビットのクロスキャリアイン
ジケータフィールド（ＣＩＦ）は、スケジューリングＣＣおよびスケジュールされるＣＣ
の両方のためにダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）に含まれうる。スケジューリングＣＣは
、それ自体のためだけでなく、スケジューリングＣＣによってクロススケジュールされる
ＣＣのためにも、ＵＥ固有サーチスペースを含みうる。２つ以上の異なるＣＣにおけるＰ
ＤＳＣＨ送信のための２つ以上のＵＥ固有サーチスペースは、それぞれのＣＣのために構
成されるＣＩＦの機能であることができ、大部分において、２つ以上のｃｃの中における
サーチスペースの重複を避けるよう設計されうる。
【００４３】
　[0060]ＤＣＩは、ＰＤＣＣＨにおいて搬送されうる。ＤＣＩは、ＵＥまたはＵＥのグル
ープのための送信リソース割り当ておよび他の制御情報を含みうる。ＰＤＣＣＨは、サブ
フレームにおける最初のいくつかのシンボルに位置付けられ、システム帯域幅全体にわた
って完全に分散される。ＰＤＣＣＨは、ＰＤＳＣＨとともに時分割多重化される。ＰＤＣ
ＣＨは、サブフレームにおいて送信され、サブフレームは、制御領域およびデータ領域に
効果的に分割される。
【００４４】
　[0061]拡張ＰＤＣＣＨ（ＥＰＤＣＣＨ）は、周波数ドメインベースのセル間干渉協調を
容易にすることができ、キャリアにおけるＥＰＤＣＣＨの存在は、サブフレームに応じて
異なりうるので、ＥＰＤＣＣＨは、すべてのサブフレームに常に存在するわけではない。
【００４５】
　[0062]サブフレームにおける最初のいくつかの制御シンボルを占有するＰＤＣＣＨとは
対照的に、ＥＰＤＣＣＨは、ＰＤＳＣＨと同様に、サブフレームのデータ領域を占有する
。増大される制御チャネル容量、周波数ドメインセル間干渉協調（ＩＣＩＣ）のためのサ
ポート、制御チャネルリソースの改善される空間再使用、およびビームフォーミングおよ
び／またはダイバーシティのためのサポートを含む、ある特定の拡張は、ＥＰＤＣＣＨに
よって可能にされうる。その上、ＥＰＤＣＣＨは、追加の新しいキャリアタイプにおいて
およびマルチキャストブロードキャスト単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）のサブフ
レームにおいて使用されうる。典型的に、ＥＰＤＣＣＨは、ＰＤＣＣＨから制御情報を取
得するよう構成されるレガシＵＥと同じキャリアにおいて共存することができる。
【００４６】
　[0063]ある特定の態様では、ＥＰＤＣＣＨのローカライズされたおよび分散された送信
の両方がサポートされる。ＵＥ－ＲＳベースのＥＰＤＣＣＨがサポートされうる。ＰＤＳ
ＣＨがアンテナポート７－１４を利用するのに対して、ＵＥ－ＲＳは、アンテナポート１
０７、１０８、１０９、および１１０を使用しうる。
【００４７】
　[0064]ＥＰＤＣＣＨは、周波数分割多重化（ＦＤＭ）に基づき、サブフレームの第１お
よび第２のスロットの両方にわたる。制限は、ＵＥのための処理要件の緩和が達成される
ことができるように、送信時間インターバル（ＴＴＩ）において受信可能な最大数のトラ
ンスポートチャネル（ＴｒＣＨ）ビットに対して課されうる。例えば、ＴＴＩにおいて受
信可能なＴｒＣＨビットの最大数に対する制限は、ＵＥ能力または条件が満たされるかど
うか（例えば、ラウンドトリップタイム（ＲＴＴ）＞１００ｕｓのとき）に依存しうる。
物理リソースブロック（ＰＲＢ）ペアにおけるＰＤＳＣＨおよびＥＰＤＣＣＨの多重化は
、許可されないことがある。一例において、ＰＲＢは、周波数ドメインにおいて１２のサ
ブキャリアを、および時間ドメインにおいて１つのタイムスロット（０．５ｍｓ）を含む
送信リソースのユニットとして構成されうる。
【００４８】
　[0065]任意の他の信号と衝突するＲＥは典型的に、ＥＰＤＣＣＨのためには使用されな
い。コーディングチェーンレートマッチングは、ＣＲＳのために、および新しいキャリア
タイプ（ＮＣＴ）における新しいアンテナポートのために使用されうる。コーディングチ
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ェーンレートマッチングはまた、これらのＰＲＢペアにおけるＥＰＤＣＣＨ送信がサポー
トされるときにはＰＳＳおよび／またはセカンダリ同期信号（ＳＳＳ）ならびに物理ブロ
ードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）のためのレガシ制御領域（ＰＤＳＣＨ開始位置までの
領域）のために使用されうる。コーディングチェーンレートマッチングはまた、ＥＰＤＣ
ＣＨを受信するＵＥのために構成されたゼロ電力（ＺＰ）および非ゼロ電力（ＮＺＰ）Ｃ
ＳＩ－ＲＳのまわりで使用されうる。
【００４９】
　[0066]ＵＥが第１のキャリアにおけるＥＰＤＣＣＨ ＵＥサーチスペース（ＵＳＳ）を
モニタするサブフレームにおいて、ＵＥは、通常、同じキャリアにおけるＰＤＳＣＣＨ 
ＵＳＳをモニタしない。構成は、ローカライズされたまたは分散されたＥＰＤＣＣＨ候補
が特定のサブフレームにおいてモニタされるかどうかを定義しうる。ＵＥはまた、通常、
ＰＤＣＣＨにおける共通サーチスペース（ＣＳＳ）をモニタする。代替として、ＵＥは、
ｅＰＤＣＣＨにおけるＣＳＳがサブフレームにおいて、例えば新しいキャリアタイプにお
いて、サポートされる場合、ｅＰＤＣＣＨにおけるＣＳＳをモニタしうる。ＵＥは、サブ
フレーム内のローカライズされたおよび分散されたＥＰＤＣＣＨ候補の両方をモニタする
よう構成されることができる。ＵＥがサブフレーム内のローカライズされたおよび分散さ
れたＥＰＤＣＣＨ候補の両方をモニタするよう構成される場合、キャリアにおけるＵＳＳ
ブラインド復号の合計数は、増大しないことがある。
【００５０】
　[0067]ＵＥによってＥＰＤＣＣＨ ＵＳＳがモニタされるサブフレームは、ネットワー
ク規格によってあらかじめ定義されうる。一例において、ノーマルなサイクリックプリフ
ィクス（ＣＰ）のための０および５、および拡張ＣＰのための０および４の構成を有する
特別なサブフレームでは、ＥＰＤＣＣＨは、ＵＥによってモニタされないことがある。モ
ニタされるサブフレームはまた、上位レイヤシグナリングによって構成されることができ
る。ＥＰＤＣＣＨをモニタするために構成されていないサブフレームにおいて、ＵＥは、
ＰＤＣＣＨにおけるＣＳＳおよび／またはＵＳＳをモニタしうる。
【００５１】
　[0068]ＵＥは、ＫのＥＰＤＣＣＨリソースセット（Ｋ≧１）、例えば、最大２つのセッ
ト、を用いて構成されることができる。ＥＰＤＣＣＨリソースセットは、ＮのＰＲＢペア
のグループとして定義され、各ＥＰＤＣＣＨリソースセットは、それ自身のサイズ（例え
ば、２、４または８のＰＲＢペア）を定義しうる。ブラインド復号試行の総数は、Ｋから
独立しており、ＵＥのための完全なブラインド復号試行は、構成されるＫのＥＰＤＣＣＨ
リソースセットに分けられうる。各ＥＰＤＣＣＨリソースセットは、ローカライズされた
ＥＰＤＣＣＨまたは分散されたＥＰＤＣＣＨのいずれかのために構成されうる。異なる論
理ＥＰＤＣＣＨセットインデックスを有するＥＰＤＣＣＨリソースセットのＰＲＢペアは
、完全に重複、部分的に重複されることができる、または重複していない。
【００５２】
　[0069]ＰＤＳＣＨ ＵＥ－ＲＳのために定義される同じスクランブリングシーケンスジ
ェネレータは、ＥＰＤＣＣＨ ＵＥ－ＲＳのために使用されることができる。一例におい
て、ポート１０７から１１０におけるＥＰＤＣＣＨのためのＵＥ－ＲＳのスクランブリン
グシーケンスジェネレータは、以下の式によって初期化される。　
【数１】

【００５３】
　cinitは、初期化値を表し、nsは、無線フレーム内のスロット番号を表し、Ｘは、候補
値を表し、nSCIDは、スクランブリング識別子を表す。例えば、Ｘは、セット毎に１つの
値で、ＵＥ固有の上位レイヤシグナリングによって構成され、第２のセットのためのＸの
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デフォルト値は、第１のセットのための値と同じでありうる。
【００５４】
　[0070]開始シンボルは、ＥＰＤＣＣＨのために予め構成されうる。開始シンボルは、セ
ル毎の、上位レイヤシグナリングによって構成され、それは、セルにおいて送信されるＥ
ＰＤＣＣＨのためにＯＦＤＭ開始シンボルを示すよう送信され、そのセルにおけるＰＤＳ
ＣＨは、ＥＰＤＣＣＨによってスケジュールされうる。開始シンボルが提供されない場合
、ＥＰＤＣＣＨおよびＥＰＤＣＣＨによってスケジュールされるＰＤＳＣＨの開始ＯＦＤ
Ｍシンボルは、通常、ＰＣＦＩＣＨから導出される。ＯＦＤＭ開始シンボルの単一の値は
、２つのセットが構成されるときには、両方のＥＰＤＣＣＨリソースセットに適用可能で
ありうる。代替として、ＯＦＤＭ開始シンボルは、ＫのＥＰＤＣＣＨリソースセットの各
々のために別個に構成されうる。
【００５５】
　[0071]ＱＣＬは、ＥＰＤＣＣＨとともに使用されうる。ＵＥは、上位レイヤシグナリン
グによって構成されえ、ＱＣＬ－ＣＳＩ－ＲＳ－インデックスは、ＥＰＤＣＣＨ ＵＥ－
ＲＳとして疑似コロケーション仮定を示すよう送信されることができる。ＱＣＬ－ＣＳＩ
－ＲＳ－インデックスは、ＥＰＤＣＣＨリソースセット毎に構成されうる。ＥＰＤＣＣＨ
リソースセット内のすべてのＥＰＤＣＣＨ ＵＥ－ＲＳポートが、遅延拡散、ドップラ拡
散、ドップラシフト、および／または平均遅延に関してＱＣＬ－ＣＳＩ－ＲＳ－インデッ
クスによって示されるＣＳＩ－ＲＳリソースとともに疑似コロケートされていると仮定さ
れうることを例外として、シグナリングが提供されるときには、ＥＰＤＣＣＨ ＵＥ－Ｒ
Ｓポートは、通常、ＲＳポートとともに疑似コロケートされているとは仮定されない。Ｑ
ＣＬ－ＣＳＩ－ＲＳ－インデックスは、ＣｏＭＰ測定セットからの非ゼロ電力ＣＳＩ－Ｒ
Ｓリソースに対応することに留意されたい。
【００５６】
　[0072]シグナリングが提供されないときには、すべてのＥＰＤＣＣＨ ＵＥ－ＲＳポー
トは、遅延拡散、ドップラ拡散、ドップラシフト、および／または平均遅延に関してサー
ビングセルのためのＣＲＳとともに疑似コロケートされていると仮定されうる。
【００５７】
　[0073]ＥＰＤＣＣＨは、拡張制御チャネル要素（ＥＣＣＥ）のユニットにおいてリソー
スを使用して送信される。ＥＣＣＥは、分散されたおよびローカライズされた送信におい
て数Ｎの拡張リソース要素グループ（ＥＲＥＧ）によって形成されうる。一例として、（
ノーマルＣＰを有する）ノーマルサブフレームまたは（ノーマルＣＰを有する）特別なサ
ブフレーム構成３、４、８において、各ＥＲＥＧは、ＰＲＢペアにおける９つのリソース
要素（ＲＥ）から成りうる。一態様では、各ＥＣＣＥは、４つのＥＲＥＧ（例えば、Ｎ＝
４）または３６のＲＥを含むよう構成されうる。例えば、各ＰＲＢペアが、１６のＥＲＥ
Ｇである、１４４のＲＥから成る場合、各ＰＲＢペアは、ローカライズされるまたは分散
される送信のために利用可能である４つのＥＣＣＥ（例えば、１６のＥＲＥＧ）から成り
うる。（ノーマルＣＰを有する）特別なサブフレーム構成１、２、６、７、９、（拡張Ｃ
Ｐを有する）ノーマルサブフレーム、および（拡張ＣＰを有する）特別なサブフレーム構
成１、２、３、５、６において、Ｎは、８に設定されうる。この例において、ＰＲＢペア
あたり（８つのＥＲＥＧの各々である）２つのＥＣＣＥは、ローカライズされた送信のた
めに利用可能でありうる。
【００５８】
　[0074]（ノーマルＣＰを有する）ノーマルサブフレームまたは（ノーマルＣＰを有する
）特別なサブフレーム構成３、４、８において、ＰＲＢペアにおける利用可能なＲＥがXt
hreshよりも少ない場合、ＥＰＤＣＣＨのためにサポートされるアグリゲーションレベル
は、ローカライズされたＥＰＤＣＣＨのために２、４、８、１６を、分散されたＥＰＤＣ
ＣＨのために２、４、８、１６、３２を含み、Ｌのアグリゲーションレベルは、Ｌ ＥＣ
ＣＥから成る。他のすべてのケースにおいて、サポートされるアグリゲーションレベルは
、ローカライズされたＥＰＤＣＣＨのために１、２、４、および８を、分散されたＥＰＤ
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ＣＣＨのために１、２、４、８および１６を含む。
【００５９】
　[0075]Xthresh＝１０４であるときにＥＰＤＣＣＨのためにサポートされるアグリゲー
ションレベル、Xthreshと比較するために使用される利用可能なＲＥの数は、他のＵＥの
ためのＣＳＩ－ＲＳ構成ではなく、ＵＥ固有のＣＳＩ－ＲＳ構成を考慮することによって
ＵＥの視点からカウントされる。ＣＣあたりのＥＰＤＣＣＨ ＵＳＳブラインド復号の総
数は、通常、ＵＬ ＭＩＭＯの構成に応じて３２または４８である。
【００６０】
　[0076]いくつかの態様では、１つまたは複数のＥＰＤＣＣＨパラメータは、ＰＤＳＣＨ
のために定義される同じまたは同様のパラメータに対応するよう構成されうる。そのよう
なパラメータは、開始シンボル、レートマッチングおよび／またはＱＣＬインジケーショ
ンパラメータを含みうる。あらかじめ定義されたルールまたはＲＲＣ構成は、ＥＰＤＣＣ
ＨおよびＰＤＳＣＨセット間におけるリンケージを指定することができる。一例において
、最大で４セットまでの開始シンボル、レートマッチングおよびＱＣＬ状態は、ＰＤＳＣ
Ｈのために構成されえ、最大で２セットまでの開始シンボル、レートマッチングおよびＱ
ＣＬ状態は、ＥＰＤＣＣＨのために定義されることができる。そのような例において、２
つのセットのうちの１つは、第１のＥＰＤＣＣＨリソースセットのために定義され、２つ
のセットのうちのもう一方は、第２のＥＰＤＣＣＨリソースセットのために定義されうる
。例えば、あらかじめ定義されたルールは、第１のＥＰＤＣＣＨリソースセットがＰＤＳ
ＣＨのために構成されたパラメータの第１のセットの値を仮定し、第２のＥＰＤＣＣＨリ
ソースセットがＰＤＳＣＨのために構成されたパラメータの第２のセットの値を仮定する
ことを要求しうる。ＥＰＤＣＣＨリソースセットは、ＥＰＤＣＣＨのためのＱＣＬ動作、
レートマッチングおよび開始シンボルのための値を定義しうる。
【００６１】
　[0077]いくつかの態様では、ＵＥは、ＥＰＤＣＣＨのためのＣＳＩ－ＲＳおよびＣＲＳ
のうちの１つまたは複数に基づいてレートマッチングを実施するよう構成されうる。例え
ば、ＵＥは、ＵＥのために定義されたすべてのＣＳＩ－ＲＳ構成のまわりで常にレートマ
ッチングを行うよう構成されうる。そのような態様では、通常、ＥＰＤＣＣＨリソースセ
ット依存性（EPDCCH resource set-dependency）、および選択的なＣＳＩ－ＲＳレートマ
ッチングは存在しない。
【００６２】
　[0078]いくつかの態様において、ＵＥは、選択的および／またはセット依存のＣＳＩ－
ＲＳレートマッチングを実施するよう構成されうる。いくつかの態様では、ＰＲＢペアに
おけるＥＰＤＣＣＨのための利用可能なＲＥの数は、セット依存（set-dependent）であ
りうる。例えば、２つのＥＰＤＣＣＨリソースセットの各々における利用可能なＲＥの数
がXthreshと比較されるときには、１つのＥＰＤＣＣＨリソースセットは、１つのアグリ
ゲーションレベルセット（例えば、アグリゲーションレベルセット｛１、２、４、８｝）
を有し、もう一方のＥＰＤＣＣＨリソースセットは、異なるアグリゲーションレベルセッ
ト（例えば、アグリゲーションレベルセット｛２、４、８、１６｝）を有しうる。
【００６３】
　[0079]ＣＳＩ－ＲＳについては、（例えば、ＲＥの利用可能性をXthreshと比較する）
アグリゲーションレベルの決定は、ＥＰＤＣＣＨリソースセット非依存またはＥＰＤＣＣ
Ｈリソースセット依存でありうる。ＥＰＤＣＣＨコーディングチェーンにおけるＣＳＩ－
ＲＳのまわりのレートマッチングは、ＥＰＤＣＣＨリソースセット非依存またはＥＰＤＣ
ＣＨリソースセット依存であることができる。例えば、ＵＥは、ＵＥのために構成される
すべてのＣＳＩ－ＲＳが除外されると仮定することによってアグリゲーションレベルを決
定しうる。しかしながら、ＵＥは、ＵＥのために構成されたＣＳＩ－ＲＳのサブセットの
みを除外することによってレートマッチングを決定しうる。いくつかの実施形態において
、同じＣＳＩ－ＲＳ選択度は、所与のＥＰＤＣＣＨリソースセットのためにコーディング
チェーンにおけるＣＳＩ－ＲＳのまわりでのレートマッチングおよびアグリゲーションレ
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ベル決定の両方のために用いられうる。
【００６４】
　[0080]いくつかの態様では、選択的および／またはセット依存のＣＲＳレートマッチン
グが定義されることができる。使用されるＣＲＳは、サービングセル、あるいは１つまた
は複数の近隣セルのＣＲＳでありうる。ＣＲＳ構成は、異なるセルによって異なるもので
あることができる。一例において、ＣＲＳ構成は、ＭＢＳＦＮサブフレームおよび非ＭＢ
ＳＦＭサブフレームの両方について、ポートの数および周波数シフトとして定義されうる
。いくつかの実施形態では、セット依存およびサブフレーム依存（ＭＢＳＦＮ対非ＭＢＳ
ＦＮ）が、適用されることができる。
【００６５】
　[0081]一例では、ＵＥは、ＰＤＳＣＨおよびｅＰＤＣＣＨの両方のためにＣＳＩ－ＲＳ
インデックス（例えば、インデックス１、２、３、４、５、６、７）で構成される。ＣＳ
Ｉ－ＲＳインデックスのうち、サブセット（例えば、インデックス１、２、３、４）は、
ＮＺＰ ＣＳＩ－ＲＳに割り当てられ、別のサブセット（例えば、インデックス５、６、
７）は、ＺＰ ＣＳＩ－ＲＳに割り当てられうる。ＣＳＩ－ＲＳインデックスの各々は、
ある特定の数のＣＳＩ－ＲＳポートおよびＲＥに別個に関連付けられうる。さらに、例え
ば異なるｅＮＢに対応しうる、２つのＥＰＤＣＣＨリソースセットが存在しうる。２つの
ＥＰＤＣＣＨリソースセットは、ＥＰＤＣＣＨリソースセット１のために（１）の、およ
びＥＰＤＣＣＨリソースセット２のために（２、３）の関連するＣＳＩ－ＲＳインデック
スを有しうる。
【００６６】
　[0082]いくつかの態様では、ＰＤＳＣＨおよびＰＤＣＣＨにわたる組み合されたレート
マッチングおよびＱＣＬ状態の合計数は、４を上回らない。本発明の様々な実施形態が、
どのリソースが使用可能であるかを決定するために、およびＣＳＩ－ＲＳに割り当てられ
るまたはＣＳＩ－ＲＳのために使用されるリソースのまわりでレートマッチングを行うた
めに、異なる技法を用いうることは理解されるべきである。
【００６７】
　[0083]一態様では、非選択的およびセット非依存のアプローチは、ＥＰＤＣＣＨのため
に使用可能なリソースを決定するために、およびＣＳＩ－ＲＳのまわりでレートマッチン
グを行うために用いられることができ、すべてのＣＳＩ－ＲＳインデックスが考慮される
。例えば、ＣＳＩ－ＲＳインデックス（例えば、インデックス１、２、３、４、５、６、
７）の合計は、使用可能であろうとなかろうと、ＥＰＤＣＣＨのためにどのリソースが使
用可能であるかを決定するためにおよびＣＳＩ－ＲＳのまわりでレートマッチングを行う
ために割り振られるおよび／または使用不可能であるとみなされうる。
【００６８】
　[0084]一態様では、選択的およびセット非依存のアプローチは、ＥＰＤＣＣＨのために
使用可能なリソースを決定するために、およびＣＳＩ－ＲＳのまわりでのレートマッチン
グのために用いられることができる、ＣＳＩ－ＲＳインデックスの共通のセットが考慮さ
れる。例えば、共通のセットは、１つまたは他のＥＰＤＣＣＨセットにおけるＣＳＩ－Ｒ
Ｓのために構成されるすべてのＣＳＩ－ＲＳインデックスのサブセット（例えば、インデ
ックス１、２、３を含むサブセット）でありえ、次いで、使用可能なリソース決定および
周囲におけるレートマッチングの両方のためにＥＰＤＣＣＨを決定する際に考慮されるべ
きである。
【００６９】
　[0085]一態様では、選択的および部分的なセット依存のアプローチは、ＥＰＤＣＣＨの
ための使用可能なリソースを決定するために、およびＣＳＩ－ＲＳのまわりでのレートマ
ッチングのために用いられることができ、ＣＳＩ－ＲＳインデックスの共通のセットが考
慮される。しかし、そのような態様では、レートマッチングは、セット固有でありうる。
例えば、リソースの利用可能な数は、ＥＰＤＣＣＨのためのＣＳＩ－ＲＳのために構成さ
れるＣＳＩ－ＲＳインデックス（例えば、インデックス１、２、３）を使用して決定され
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うる。リソースの利用可能な数は、次いで、アグリゲーションレベルのセットを決定する
ためにXthreshと比較されうる。アグリゲーションレベルの決定されたセットは、両方の
ＥＰＤＣＣＨリソースセットに適用されうるアグリゲーションレベルの共通のセットとし
て考慮されうる。しかしながら、ＣＳＩ－ＲＳインデックス（１）は、ＥＰＤＣＣＨセッ
ト１においてレートマッチングを行うために使用され、ＣＳＩ－ＲＳインデックス（２、
３）は、ＥＰＤＣＣＨセット２においてレートマッチングを行うために使用されうる。
【００７０】
　[0086]ある特定の態様では、１つまたは複数のルールが、使用可能なＲＥの共通の数を
決定するときに異なるシナリオにおいて適用されうる。例えば、１つまたは複数のルール
は、ＮＺＰ ＣＳＩ－ＲＳの全リソース、例えば、（インデックス１、２、３、４）を使
用するルール、ｅＰＤＣＣＨのためにＣＳＩ－ＲＳの全リソース、例えば、（インデック
ス１、２、３）を使用するルール、２つのセットのうちの最低限、例えば、（インデック
ス１）を使用するルール、および／または２つのセットのうちの最大限、例えば、（イン
デックス２、３）を使用するルールを含みうる。
【００７１】
　[0087]本明細書においてまた記述されるように、ある特定の実施形態は、他のアプロー
チを用い、異なるルールを適用する。例えば、使用可能なリソース決定およびレートマッ
チングの両方が選択的およびセット依存である、選択的およびセット依存のアプローチが
用いられうる。前述された原理およびアプローチが、ＣＲＳおよび他の信号を取り扱うた
めに適用されることができることが理解されるべきである。
【００７２】
　[0088]一態様では、ＰＤＳＣＨのケースについて、ＵＥは、セット依存ＺＰ ＣＳＩ－
ＲＳのレートマッチング定義を可能にしながら、すべての構成されたＮＺＰ ＣＳＩ－Ｒ
Ｓリソースのまわりでレートマッチングを行うように構成されうる。そのような態様では
、同じ定義がＥＰＤＣＣＨのために適用されうる。
【００７３】
　[0089]一態様では、サブフレームにおけるＥＰＤＣＣＨ開始シンボルが０のときには、
ＵＥは、サブフレームにおけるレガシ制御をモニタおよび復号することができ、またはサ
ブフレームにおけるレガシ制御をモニタおよび復号することを控えることができる。レガ
シ制御は、ＰＣＦＩＣＨ、ＰＨＩＣＨ、および共通サーチスペースを含みうる。別の態様
では、ＵＥは、いくつかのＥＰＤＣＣＨサブフレームにおける復号をスキップするように
構成されうる。ＵＥは、すべてのレガシ制御、またはレガシ制御のサブセットのみの復号
をスキップしうる。例えば、ＵＥは、ＰＣＦＩＣＨを復号しうるが、ＰＨＩＣＨおよび共
通サーチスペースを復号することをスキップしうる。ＰＣＦＩＣＨのようなチャネルを復
号することによって、ＵＥは、ＰＣＦＩＣＨに基づいてＰＤＳＣＨのために開始シンボル
を決定することができる。
【００７４】
　[0090]一例において、ＵＥは、ユニキャストのために使用されるＭＢＳＦＮサブフレー
ムのような、ＤＬブロードキャスト送信を搬送しないＥＰＤＣＣＨサブフレームを復号す
ることをスキップするよう構成されうる。別の例において、ＵＥは、２つ以上のＥＰＤＣ
ＣＨリソースセットのためのＥＰＤＣＣＨのための開始シンボルが０であるときにＥＰＤ
ＣＣＨサブフレームを復号することをスキップするよう構成されうる。
【００７５】
　[0091]ＥＰＤＣＣＨシンボルがＥＰＤＣＣＨサブフレームにおける第１のシンボルにマ
ッピングされるときには、レートマッチング動作は、制御領域を完全に無視しうる。例え
ば、レートマッチング動作は、ＵＥがレガシ制御を復号することを試みるときには、制御
領域を完全に無視しうる。いくつかの実施形態において、ｅＰＤＣＣＨシンボルは、ＰＣ
ＦＩＣＨを搬送するトーンのような、少なくともいくつかのレガシ制御を含まない第１の
シンボルにおけるトーンにのみマッピングされうる。
【００７６】
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　[0092]図８は、ワイヤレス通信の方法のフローチャート８００を含む。方法は、ＵＥ７
２０などのＵＥによって実施されうる。ステップ８０２において、ＵＥは、ＰＤＳＣＨの
ために構成の第１のセットを受信し、構成の第１のセットにおける各構成は、開始シンボ
ル、レートマッチング情報、またはＱＣＬインジケーションのうちの少なくとも１つを定
義する。一態様では、構成の第１のセットは、４つのＰＤＳＣＨ構成を含む。一態様では
、ＰＤＳＣＨは、多地点協調システムにおいて実装される。
【００７７】
　[0093]ステップ８０４において、ＵＥは、ＥＰＤＣＣＨのために構成の第２のセットを
受信し、構成の第２のセットは、構成の第１のセットの中からのサブセットである。一態
様では、ＥＰＤＣＣＨは、第１のリソースセットおよび第２のリソースセットにおいて含
まれ得、構成の第２のセットは、第１のＥＰＤＣＣＨ構成および第２のＥＰＤＣＣＨ構成
を含む。そのような態様では、第１のＥＰＤＣＣＨ構成は、第１のリソースセットにおい
てＥＰＤＣＣＨを処理するために定義され、第２のＥＰＤＣＣＨ構成は、第２のリソース
セットにおいてＥＰＤＣＣＨを処理するために定義されうる。一態様では、構成の第２の
セットは、４つのＰＤＳＣＨ構成の中からのサブセットである２つのＥＰＤＣＣＨ構成を
含む。例えば、所与のサービングセルについて、送信モード１０にしたがってＰＤＳＣＨ
データ送信を受信するよう上位レイヤシグナリングを介してＵＥが構成される場合、およ
びＥＰＤＣＣＨをモニタするようＵＥが構成される場合、各ＥＰＤＣＣＨ－ＰＲＢセット
について、ＵＥは、ＥＰＤＣＣＨ ＲＥマッピングおよびＥＰＤＣＣＨアンテナポートの
疑似コロケーションを決定するための上位レイヤパラメータ（例えば、ｒｅ－Ｍａｐｐｉ
ｎｇＱＣＬＣｏｎｆｉｇＬｉｓｔＩｄ－ｒ１１）によって示されるパラメータセットを使
用しうる。一態様では、構成の第２のセットは、ＲＲＣ構成に基づいて構成の第１から選
択される。
【００７８】
　[0094]ステップ８０６において、ＵＥは、ＥＰＤＣＣＨを受信する。一態様では、ＥＰ
ＤＣＣＨは、第１のリソースセットおよび第２のリソースセットにおいて受信される。
【００７９】
　[0095]ステップ８０８において、ＵＥは、構成の第２のセットからの少なくとも１つの
構成に基づいてＥＰＤＣＣＨを処理する。
【００８０】
　[0096]図９は、ワイヤレス通信の方法のフローチャート９００を含む。方法は、ＵＥ７
２０などのＵＥによって実施されうる。ステップ９０２において、ＵＥは、制御チャネル
のために構成された少なくとも第１のリソースセットおよび第２のリソースセットを決定
する。一態様では、制御チャネルは、ＥＰＤＣＣＨでありうる。
【００８１】
　[0097]ステップ９０４において、ＵＥは、第１のリソースセットおよび第２のリソース
セットのためにアグリゲーションレベルの共通のセットを決定する。一態様では、ＵＥは
、少なくとも、第１のリソースセットにおける利用可能なリソースの第１の数、第２のリ
ソースセットにおける利用可能なリソースの第２の数、またはその両方を決定することに
よって、アグリゲーションレベルの共通のセットを決定する。一態様では、ＵＥは、利用
可能なリソースの第１の数をしきい値と、利用可能なリソースの第２の数をしきい値と、
またはその両方を比較し、比較に基づいてアグリゲーションレベルの共通のセットを選択
することによって、アグリゲーションレベルの共通のセットを決定しうる。
【００８２】
　[0098]例えば、ＵＥは、ＥＰＤＣＣＨのために第１のリソースセットとして割り振られ
る（例えば、ノーマルＣＰ構成における１２のトーンおよび１４のシンボルから成る）第
１のＰＲＢペアが合計で１６８のＲＥを含み、ＥＰＤＣＣＨのために第２のリソースセッ
トとして割り振られる（例えば、ノーマルＣＰ構成における１２のトーンおよび１４のシ
ンボルから成る）第２のＰＲＢペアが合計で１６８のＲＥを含むこと決定しうる。ＵＥは
さらに、１６８のＲＥの１２０のＲＥがＥＰＤＣＣＨのための第１のリソースセットにお
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いて利用可能であり、１６８のＲＥの８０のＲＥがＥＰＤＣＣＨのための第２のリソース
セットにおいて利用可能であることを決定しうる。ＵＥは、ＥＰＤＣＣＨのための第１お
よび第２のリソースセットにおける利用可能なＲＥの決定される数を所定のしきい値Xthr
eshと比較しうる。例えば、Xthreshは、１０４に設定されることができ、ＥＰＤＣＣＨの
ためのリソースセットにおける利用可能なＲＥの決定される数が１０４に等しいまたはよ
り大きい場合に、ＵＥは、ＥＰＤＣＣＨのためにリソースセットをモニタするためにアグ
リゲーションレベル｛１、２、４、８｝を使用しうる。そうでない場合、ＥＰＤＣＣＨの
ためのリソースセットにおける利用可能なＲＥの決定される数が１０４よりも小さい場合
、ＵＥは、ＥＰＤＣＣＨのためにリソースセットをモニタするためのアグリゲーションレ
ベル｛２、４、８、１６｝を使用しうる。一態様では、ＵＥは、ＥＰＤＣＣＨのための第
１および第２のリソースセットの両方をモニタするための共通アグリゲーションレベルと
して、最大の決定されるアグリゲーションレベル（例えば、アグリゲーションレベル｛２
、４、８、１６｝）を選択しうる。
【００８３】
　[0099]ステップ９０６において、ＵＥは、第１のリソースセットのための第１のレート
マッチングパラメータを、および第２のリソースセットのための第２のレートマッチング
パラメータを決定する。一態様では、第１のレートマッチングパラメータは、第１のリソ
ースセットにおけるすべてのＣＳＩ－ＲＳのまわりでレートマッチングを行うよう、また
は第１のリソースセットにおけるＣＳＩ－ＲＳのサブセットのまわりでレートマッチング
を行うよう構成される。そのような態様では、第２のレートマッチングパラメータは、第
２のリソースセットにおけるすべてのＣＳＩ－ＲＳのまわりでレートマッチングを行うよ
う、または第２のリソースセットにおけるＣＳＩ－ＲＳのサブセットのまわりでレートマ
ッチングを行うよう構成される。
【００８４】
　[00100]一態様では、第１のレートマッチングパラメータは、第１のリソースセットに
おけるすべてのＣＲＳのまわりでレートマッチングを行うよう、または第１のリソースセ
ットにおけるＣＲＳのサブセットのまわりでレートマッチングを行うよう構成される。そ
のような態様では、第２のレートマッチングパラメータは、第２のリソースセットにおけ
るすべてのＣＲＳのまわりでレートマッチングを行うよう、または第２のリソースセット
におけるＣＲＳのサブセットのまわりでレートマッチングを行うよう構成される。一態様
では、第１のレートマッチングパラメータは、第１のＲＲＣ構成に基づいて決定され、第
２のレートマッチングパラメータは、第２のＲＲＣ構成に基づいて決定される。
【００８５】
　[00101]ステップ９０８において、ＵＥは、少なくとも、アグリゲーションレベルの共
通のセットならびに第１のレートマッチングパラメータおよび第２のレートマッチングパ
ラメータを使用して制御チャネルを処理する。
【００８６】
　[00102]図１０は、ワイヤレス通信の方法のフローチャート１０００を含む。該方法は
、ＵＥによって実施されうる。ステップ１００２において、ＵＥは、少なくとも１つまた
は複数の制御チャネルを含むＤＬ信号を受信する。一態様にでは、制御チャネルは、ＥＰ
ＤＣＣＨでありうる。
【００８７】
　[00103]ステップ１００４において、ＵＥは、ＥＰＤＣＣＨの開始シンボルがＥＰＤＣ
ＣＨ構成に基づくサブフレームにおける初期シンボルであるかどうかを決定する。
【００８８】
　[00104]ステップ１００６において、ＵＥは、ＥＰＤＣＣＨの開始シンボルがサブフレ
ームにおける初期シンボルであるときには、サブフレームにおけるレガシ制御チャネルの
サブセットを復号することを控える。一態様では、レガシ制御チャネルは、ＰＣＦＩＣＨ
、ＰＨＩＣＨ、またはそれらの組み合わせのうちの少なくとも１つを含む。一態様では、
ＵＥは、サブフレームがＤＬブロードキャスト送信を含まないときに、サブフレームにお
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けるレガシ制御チャネルのサブセットを復号することを控えることによって、レガシ制御
チャネルのサブセットを復号することを控える。
【００８９】
　[00105]一態様では、ＥＰＤＣＣＨ構成は、第１のＥＰＤＣＣＨリソースセットおよび
第２のＥＰＤＣＣＨリソースセットを識別しうる。そのような態様では、ＵＥは、第１の
ＥＰＤＣＣＨリソースセットの開始シンボルおよび第２のＥＰＤＣＣＨリソースセットの
開始シンボルの両方がサブフレームにおける初期シンボルであるときにサブフレームにお
いてレガシ制御チャネルのサブセットを復号することを控えることによってレガシ制御チ
ャネルのサブセットを復号することを控える。
【００９０】
　[00106]図１１は、ワイヤレス通信の方法のフローチャート１１００を含む。方法は、
ＵＥ７２０などのＵＥによって実施されうる。ステップ１１０２では、ＵＥは、多地点協
調システムにおける２つ以上の送信機に関連するＥＰＤＣＣＨリソース要素マッピングお
よび疑似コロケーションパラメータを定義するパラメータのセットを含むダウンリング制
御情報を受信する。
【００９１】
　[00107]ステップ１１０４では、ＵＥは、パラメータの複数のセットのうちの１つまた
は複数において使用する受信機におけるＣＳＩ－ＲＳまたはＣＲＳのまわりでレートマッ
チングを実施する。いくつかの実施形態において、レートマッチングは、パラメータの選
択されるセットに関連付けられたアグリゲーションレベルに基づいて選択されるパラメー
タのセットを使用してＣＳＩ－ＲＳのまわりで実施される。パラメータの各セットは、Ｃ
ＳＩ－ＲＳの構成、ＰＤＳＣＨ開始シンボル、サービングセルのＰＣＦＩＣＨ、およびＮ
ＺＰ ＣＳＩ－ＲＳリソースインデックスのうちの１つまたは複数を定義しうる。
【００９２】
　[00108]いくつかの実施形態において、レートマッチングは、パラメータの選択される
セットに関連付けられたアグリゲーションレベルに基づいて選択されるパラメータのセッ
トを使用してＣＲＳのまわりで実施される。パラメータの各セットは、ＣＲＳポートの数
、ＣＲＳ周波数シフト、およびＭＢＳＦＮサブフレーム構成のうちの１つまたは複数を定
義しうる。ＣＲＳは、サービングセルに関連しうる。
【００９３】
　[00109]いくつかの実施形態において、ＵＥは、ＥＰＤＣＣＨの開始シンボルが（「初
期シンボル」とも呼ばれる）ゼロシンボルであるかどうかを決定し、開始シンボルがゼロ
シンボルではないときにＥＰＤＣＣＨにおける制御情報を復号し、開始シンボルがゼロシ
ンボルであるときにＥＰＤＣＣＨの少なくともいくつかにおける制御情報を復号すること
を控える。
【００９４】
　[00110]図１２は、例示的な装置１２０２における異なるモジュール／手段／コンポー
ネント間のデータフローを示す概念的なデータフロー図１２００である。装置は、ＵＥで
ありうる。装置は、少なくとも１つまたは複数の制御チャネルを含むＤＬ信号を受信し、
ＰＤＳＣＨのための構成の第１のセットを受信し、ＥＰＤＣＣＨのための構成の第２のセ
ットを受信し、および／またはＥＰＤＣＣＨを受信する、モジュール１２０４であって、
構成の第１のセットにおける各構成は、開始シンボル、レートマッチング情報、またはＱ
ＣＬインジケーションのうちの少なくとも１つを定義し、構成の第２のセットは、構成の
第１のセットの中からのサブセットである、モジュール１２０４を含む。
【００９５】
　[00111]装置はさらに、制御チャネルのために構成された少なくとも第１のリソースセ
ットおよび第２のリソースセットを決定し、第１のリソースセットおよび第２のリソース
セットについてアグリゲーションレベルの共通のセットを決定し、第１のリソースセット
についての第１のレートマッチングパラメータおよび第２のリソースセットのための第２
のレートマッチングパラメータを決定し、および／またはＥＰＤＣＣＨの開始シンボルが
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サブフレームにおける初期シンボルであるかどうかを決定する、モジュール１２０６を含
む。
【００９６】
　[00112]装置はさらに、構成の第２のセットからの少なくとも１つの構成に基づいてＥ
ＰＤＣＣＨを処理し、および／または少なくともアグリゲーションレベルの共通のセット
および第１のレートマッチングパラメータおよび第２のレートマッチングパラメータを使
用して制御チャネルを処理する、モジュール１２０８を含む。
【００９７】
　[00113]装置はさらに、ＥＰＤＣＣＨの開始シンボルがサブフレームにおける初期シン
ボルであるときにサブフレームにおけるレガシ制御チャネルのサブセットを復号すること
を控えるモジュール１２１０、およびＵＬ送信をｅＮＢ（例えば、ｅＮＢ１２５０）に送
信するモジュール１２１２を含む。
【００９８】
　[00114]装置は、図８～１１の前述のフローチャートにおけるアルゴリズムのステップ
の各々を実施する追加のモジュールを含みうる。そのため、図８～１１の前述のフローチ
ャートにおける各ステップは、モジュールによって実施され、装置は、それらのモジュー
ルのうちの１つまたは複数を含みうる。モジュールは、記載された処理／アルゴリズムを
行うように特に構成された１つまたは複数のハードウェアコンポーネントであるか、記載
された処理／アルゴリズムを実施するように構成されたプロセッサによって実装されるか
、プロセッサによる実装のためにコンピュータ可読媒体に記憶されるか、またはそれらの
何らかの組み合わせでありうる。
【００９９】
　[00115]図１３は、処理システム１３１４を用いる装置１２０２’のためのハードウェ
ア実装の一例を示す図１３００である。処理システム１３１４は、バス１３２４により一
般的に表される、バスアーキテクチャを用いて実装されうる。バス１３２４は、処理シス
テム１３１４の具体的な用途および全体的な設計の制約に応じて、任意の数の相互接続バ
スおよびブリッジを含みうる。バス１３２４は、プロセッサ１３０４、モジュール１２０
４、１２０６、１２０８、１２１０、および１２１２、ならびにコンピュータ可読媒体／
メモリ１３０６によって表される、１つまたは複数のプロセッサおよび／またはハードウ
ェアモジュールを含む様々な回路を互いにリンクする。バス１３２４はまた、タイミング
ソース、周辺機器、電圧レギュレータ、および電力管理回路のような様々な他の回路をリ
ンクしうるが、これらは、当該技術分野で良く知られているので、これ以上は説明しない
。
【０１００】
　[00116]処理システム１３１４は、トランシーバ１３１０に結合されうる。トランシー
バ１３１０は、１つまたは複数のアンテナ１３２０に結合される。トランシーバ１３１０
は、送信媒体を介して様々な他の装置と通信するための手段を提供する。トランシーバ１
３１０は、１つまたは複数のアンテナ１３２０から信号を受信し、受信された信号から情
報を抽出し、抽出された情報を処理システム１３１４、具体的には受信モジュール１２０
４に提供する。加えて、トランシーバ１３１０は、処理システム１３１４、具体的には送
信モジュール１２１２から情報を受信し、受信された情報に基づいて、１つまたは複数の
アンテナ１３２０に適用される信号を生成する。処理システム１３１４は、コンピュータ
可読媒体／メモリ１３０６に結合されたプロセッサ１３０４を含む。プロセッサ１３０４
は、コンピュータ可読媒体／メモリ１３０６において記憶されたソフトウェアの実行を含
む、一般的な処理を担う。ソフトウェアは、プロセッサ１３０４によって実行されたとき
に、処理システム１３１４に、前述された様々な機能を任意の特定の装置のために実施さ
せる。コンピュータ可読媒体／メモリ１３０６はまた、ソフトウェアを実行するときにプ
ロセッサ１３０４によって操作されるデータを記憶するために使用されうる。処理システ
ムはさらに、モジュール１２０４、１２０６、１２０８、１２１０、および１２１２のう
ちの少なくとも１つを含む。モジュールは、プロセッサ１３０４において実行中のソフト
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ウェアモジュール、コンピュータ可読媒体／メモリ１３０６において存在／記憶されるソ
フトウェアモジュール、プロセッサ１３０４に結合された１つまたは複数のハードウェア
モジュール、またはそれらの何らかの組み合わせでありうる。処理システム１３１４は、
ＵＥ６５０のコンポーネントであり、メモリ６６０および／またはＴＸプロセッサ６６８
、ＲＸプロセッサ６５６、およびコントローラ／プロセッサ６５９のうちの少なくとも１
つを含みうる。
【０１０１】
　[00117]１つの構成において、ワイヤレス通信のための装置１２０２／１２０２’は、
ＰＤＳＣＨのために構成の第１のセットを受信するための手段であって、構成の第１のセ
ットにおける各構成は、開始シンボル、レートマッチング情報、またはＱＣＬインジケー
ションのうちの少なくとも１つを定義する、手段と、ＥＰＤＣＣＨのために構成の第２の
セットを受信するための手段であって、構成の第２のセットは、構成の第１のセットの中
からのサブセットである、手段と、ＥＰＤＣＣＨを受信するための手段と、構成の第２の
セットからの少なくとも１つの構成に基づいてＥＰＤＣＣＨを処理するための手段と、制
御チャネルのために構成された少なくとも第１のリソースセットおよび第２のリソースセ
ットを決定するための手段と、第１のリソースセットおよび第２のリソースセットについ
てアグリゲーションレベルの共通のセットを決定するための手段と、第１のリソースセッ
トについての第１のレートマッチングパラメータおよび第２のリソースセットについての
第２のレートマッチングパラメータを決定するための手段と、少なくともアグリゲーショ
ンレベルの共通のセットならびに第１のレートマッチングパラメータおよび第２のレート
マッチングパラメータを使用して制御チャネルを処理するための手段と、ＥＰＤＣＣＨの
開始シンボルがサブフレームにおける初期シンボルであるかどうかを決定するための手段
と、ＥＰＤＣＣＨの開始シンボルがサブフレームにおける初期シンボルであるときにサブ
フレームにおけるレガシ制御チャンネルのサブセットを復号することを控えるための手段
とを含む。上記の手段は、上記の手段によって列挙される機能を実施するよう構成された
装置１２０２’の処理システム１３１４および／または装置１２０２の上記のモジュール
のうちの１つまたは複数でありうる。前述されたように、処理システム１３１４は、ＴＸ
プロセッサ６６８、ＲＸプロセッサ６５６、およびコントローラ／プロセッサ６５９を含
みうる。そのため、１つの構成において、前述された手段は、前述された手段によって列
挙される機能を実施するように構成されたＴＸプロセッサ６６８、ＲＸプロセッサ６５６
、およびコントローラ／プロセッサ６５９でありうる。
【０１０２】
　[00118]図１４は、ワイヤレス通信の方法のフローチャート１４００を含む。該方法は
、ｅＮＢ７１０ａなどのｅＮＢによって実施されうる。ステップ１４０２において、ｅＮ
Ｂは、ＰＤＳＣＨのための構成の第１のセットを構成し、構成の第１のセットにおける各
構成は、開始シンボル、レートマッチング情報、またはＱＣＬインジケーションのうちの
少なくとも１つを定義する。一態様では、構成の第１のセットは、４つのＰＤＳＣＨ構成
を含む。一態様では、ＰＤＳＣＨは、多地点協調システムにおいて実装される。
【０１０３】
　[00119]ステップ１４０４において、ｅＮＢは、ＥＰＤＣＣＨのための構成の第２のセ
ットを構成し、構成の第２のセットは、構成の第１のセットの中からのサブセットである
。そのため、構成の第２のセットは、明示的にシグナリングされうるか、または、構成の
第１のセットからの構成のサブセットを識別するインデックスのセットでありうる。代替
として、構成の第２のセットは常に、構成の第１のセットにおける最初のＮ個の構成から
なるサブセットでありえ、ここで、Ｎは、構成の第１のセットにおける構成の総数よりも
小さく、Ｎは、あらかじめ定められたもの、静的なもの（static）、または動的なもの（
dynamic）でありうる。
【０１０４】
　[00120]一態様では、ＥＰＤＣＣＨは、第１のリソースセットおよび第２のリソースセ
ットにおいて含まれ、構成の第２のセットは、第１のＥＰＤＣＣＨ構成および第２のＥＰ
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ＤＣＣＨ構成を含む。そのような態様では、第１のＥＰＤＣＣＨ構成は、第１のリソース
セットにおいてＵＥによってＥＰＤＣＣＨを処理するために定義され、第２のＥＰＤＣＣ
Ｈ構成は、第２のリソースセットにおいてＵＥによってＥＰＤＣＣＨを処理するために定
義されうる。一態様では、構成の第２のセットは、４つのＰＤＳＣＨ構成の中からのサブ
セットである２つのＥＰＤＣＣＨ構成を含む。一態様では、構成の第２のセットは、ＲＲ
Ｃ構成に基づいて構成の第１から選択される。
【０１０５】
　[00121]ステップ１４０６において、ｅＮＢは、ＰＤＳＣＨのための構成の第１のセッ
トおよびＥＰＤＣＣＨのための構成の第２のセットを送信する。
【０１０６】
　[00122]ステップ１４０８において、ｅＮＢは、ＥＰＤＣＣＨを送信する。一態様では
、ｅＮＢは、第１のリソースセットおよび第２のリソースセットにおいてＥＰＤＣＣＨを
送信する。
【０１０７】
　[00123]図１５は、ワイヤレス通信の方法のフローチャート１５００を含む。方法は、
ｅＮＢ７１０ａなどのｅＮＢによって実施されうる。ステップ１５０２では、ｅＮＢは、
制御チャネルのために少なくとも第１のリソースセットおよび第２のリソースセットを構
成する。第１および第２のリソースセットは、共通基準信号構成を用いて構成される。例
えば、共通基準信号構成は、共通ＣＳＩ－ＲＳ構成または共通ＣＲＳ構成を含みうる。一
態様では、制御チャネルは、ＥＰＤＣＣＨでありうる。
【０１０８】
　[00124]ステップ１５０４において、ｅＮＢは、第１のリソースセットについての第１
のレートマッチングパラメータ、および第２のリソースセットについての第２のレートマ
ッチングパラメータを構成する。一態様では、第１のレートマッチングパラメータは、制
御チャネルＲＥが第１のリソースセットにおけるすべてのＣＳＩ－ＲＳのまわりでレート
マッチングされることを示し、または、制御チャネルＲＥが第１のリソースセットにおけ
るＣＳＩ－ＲＳのサブセットのまわりでレートマッチングされることを示す。そのような
態様では、第２のレートマッチングパラメータは、制御チャネルＲＥが第２のリソースセ
ットにおけるすべてのＣＳＩ－ＲＳのまわりでレートマッチングされることを示し、また
は制御チャネルＲＥが第２のリソースセットにおけるＣＳＩ－ＲＳのサブセットのまわり
でレートマッチングされることを示す。別の態様では、第１のレートマッチングパラメー
タは、制御チャネルＲＥが第１のリソースセットにおけるすべてのＣＲＳのまわりでレー
トマッチングされることを示し、または制御チャネルＲＥが第１のリソースセットにおけ
るＣＲＳのサブセットのまわりでレートマッチングされることを示す。そのような態様で
は、第２のレートマッチングパラメータは、制御チャネルＲＥが第２のリソースセットに
おけるすべてのＣＲＳのまわりでレートマッチングされることを示す、または制御チャネ
ルＲＥが第２のリソースセットにおけるＣＲＳのサブセットのまわりでレートマッチング
されることを示す。一態様では、第１のレートマッチングパラメータは、第１のＲＲＣ構
成を介して構成され、第２のレートマッチングパラメータは、第２のＲＲＣ構成を介して
構成される。
【０１０９】
　[00125]ステップ１５０６において、ｅＮＢは、第１のレートマッチングパラメータお
よび第２のレートマッチングパラメータを送信する。
【０１１０】
　[00126]ステップ１５０８において、ｅＮＢは、第１のリソースセットおよび第２のリ
ソースセットを使用して制御チャネルを送信する。一態様では、制御チャネルは、少なく
とも、アグリゲーションレベルの共通のセットならびに第１のレートマッチングパラメー
タおよび第２のレートマッチングパラメータを使用して、ＵＥのような受信デバイスによ
って処理される。
【０１１１】
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　[00127]図１６は、ワイヤレス通信の方法のフローチャート１６００を含む。該方法は
、ｅＮＢ７１０ａなどのｅＮＢによって実施されうる。ステップ１６０２において、ｅＮ
Ｂは、受信機における１つまたは複数の基準信号に関連付けられたインデックスの複数の
セットを使用してレートマッチングを実施し、ここで、インデックスの各セットは、ｅＮ
Ｂに関連付けられる。
【０１１２】
　[00128]ステップ１６０４において、ｅＮＢは、パラメータのセットのうちの少なくと
も１つのレートマッチングに基づいてダウンリンク制御情報を送信し、該制御情報は、多
地点協調システムにおけるＥＰＤＣＣＨリソース要素を含む。
【０１１３】
　[00129]基準信号は、ＣＳＩ－ＲＳおよびＣＲＳのうちの１つまたは複数を含みうる。
基準信号の複数のセットを使用してレートマッチングを実施することは、ＥＰＤＣＣＨを
送信するために使用可能なリソースのセットを決定することを含みうる。基準信号の複数
のセットを使用してレートマッチングを実施することは、インデックスの複数のセットに
おけるインデックスのすべてのまわりでのレートマッチングを含みうる。基準信号の複数
のセットを使用してレートマッチングを実施することは、インデックスの複数のセットに
おけるすべての非ゼロ電力インデックスのまわりでのレートマッチングを含みうる。基準
信号の複数のセットを使用してレートマッチングを実施することは、最小数のインデック
スを含むインデックスの複数のセットにおけるインデックスの１セットのまわりでのレー
トマッチングを含みうる。基準信号の複数のセットを使用してレートマッチングを実施す
ることは、最大数のインデックスを含むインデックスの複数のセットにおけるインデック
スの１セットのまわりでのレートマッチングを含みうる。
【０１１４】
　[00130]いくつかの実施形態では、アグリゲーションレベルのセットは、インデックス
の複数のセットに基づいて決定される。アグリゲーションレベルのセットは、レートマッ
チングとは独立して決定されうる。レートマッチングは、パラメータの選択されたセット
に関連付けられるアグリゲーションレベルに基づいて選択されたパラメータのセットを使
用してＣＳＩ－ＲＳのまわりで実施されうる。いくつかの実施形態では、インデックスの
１つのセットは、サービングセルによって送信されるＣＲＳに関連する。
【０１１５】
　[00131]図１７は、例示的な装置１７０２における異なるモジュール／手段／コンポー
ネント間のデータフローを例示する概念的なデータフロー図１７００である。装置は、ｅ
ＮＢでありうる。装置は、ＵＥ１７５０からＵＬ信号を受信するモジュール１７０４と、
ＰＤＳＣＨのために構成の第１のセットを構成するモジュール１７０６であって、構成の
第１のセットにおける各構成は、開始シンボル、レートマッチング情報、またはＱＣＬイ
ンジケーションのうちの少なくとも１つを定義する、モジュール１７０６と、制御チャネ
ルのために少なくとも第１のリソースセットおよび第２のリソースセットを構成し、第１
のリソースセットについての第１のレートマッチングパラメータおよび第２のリソースセ
ットについての第２のレートマッチングパラメータを構成し、ＥＰＤＣＣＨのために構成
の第２のセットを構成するモジュール１７０８であって、構成の第２のセットは、構成の
第１のセットの中からのサブセットである、モジュール１７０８と、ＰＤＳＣＨのための
構成の第１のセットおよびＥＰＤＣＣＨのための構成の第２のセットを送信し、第１のレ
ートマッチングパラメータおよび第２のレートマッチングパラメータを送信し、第１のリ
ソースセットおよび第２のリソースセットを使用して制御チャネルを送信し、および／ま
たはＥＰＤＣＣＨを送信するモジュール１７１０と、を含む。
【０１１６】
　[00132]装置は、図１４～１６の前述のフローチャートにおけるアルゴリズムのステッ
プの各々を実施する追加のモジュールを含みうる。そのため、図１４～１６の前述のフロ
ーチャートにおける各ステップは、モジュールによって実施されることができ、装置は、
それらのモジュールのうちの１つまたは複数を含みうる。モジュールは、記載された処理
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／アルゴリズムを行うように特に構成された１つまたは複数のハードウェアコンポーネン
トであるか、記載された処理／アルゴリズムを実施するよう構成されたプロセッサによっ
て実装されるか、プロセッサによる実装のためにコンピュータ可読媒体に記憶されるか、
またはそれらの何らかの組み合わせでありうる。
【０１１７】
　[00133]図１８は、処理システム１８１４を用いる装置１７０２’のためのハードウェ
ア実装の一例を示す図１８００である。処理システム１８１４は、バス１８２４により一
般的に表される、バスアーキテクチャを用いて実装されうる。バス１８２４は、処理シス
テム１８１４の具体的な用途および全体的な設計の制約に応じて、任意の数の相互接続バ
スおよびブリッジを含みうる。バス１８２４は、プロセッサ１８０４、モジュール１７０
４、１７０６、１７０８、および１７１０、ならびにコンピュータ可読媒体／メモリ１８
０６によって表される、１つまたは複数のプロセッサおよび／またはハードウェアモジュ
ールを含む様々な回路を互いにリンクする。バス１８２４はまた、タイミングソース、周
辺機器、電圧レギュレータ、および電力管理回路のような様々な他の回路をリンクしうる
が、これらは、当該技術分野で良く知られているので、これ以上は説明しない。
【０１１８】
　[00134]処理システム１８１４は、トランシーバ１８１０に結合されうる。トランシー
バ１８１０は、１つまたは複数のアンテナ１８２０に結合される。トランシーバ１８１０
は、送信媒体を介して様々な他の装置と通信するための手段を提供する。トランシーバ１
８１０は、１つまたは複数のアンテナ１８２０から信号を受信し、受信された信号から情
報を抽出し、抽出された情報を処理システム１８１４、具体的には受信モジュール１７０
４に提供する。加えて、トランシーバ１８１０は、処理システム１８１４、具体的には送
信モジュール１７１０から情報を受信し、受信された情報に基づいて、１つまたは複数の
アンテナ１８２０に適用される信号を生成する。処理システム１８１４は、コンピュータ
可読媒体／メモリ１８０６に結合されたプロセッサ１８０４を含む。プロセッサ１８０４
は、コンピュータ可読媒体／メモリ１８０６において記憶されたソフトウェアの実行を含
む、一般的な処理を担う。ソフトウェアは、プロセッサ１８０４によって実行されたとき
に、処理システム１８１４に、前述された様々な機能を任意の特定の装置のために実施さ
せる。コンピュータ可読媒体／メモリ１８０６はまた、ソフトウェアを実行するときにプ
ロセッサ１８０４によって操作されるデータを記憶するために使用されうる。処理システ
ムはさらに、モジュール１７０４、１７０６、１７０８、および１７１０のうちの少なく
とも１つを含む。モジュールは、プロセッサ１８０４において実行中のソフトウェアモジ
ュール、コンピュータ可読媒体／メモリ１８０６において存在／記憶されるソフトウェア
モジュール、プロセッサ１８０４に結合された１つまたは複数のハードウェアモジュール
、またはそれらの何らかの組み合わせでありうる。処理システム１８１４は、ｅＮＢ６１
０のコンポーネントであり、メモリ６７６および／またはＴＸプロセッサ６１６、ＲＸプ
ロセッサ６７０、およびコントローラ／プロセッサ６７５のうちの少なくとも１つを含み
うる。
【０１１９】
　[00135]１つの構成では、ワイヤレス通信のための装置１７０２／１７０２’は、ＰＤ
ＳＣＨのために構成の第１のセットを構成するための手段であって、構成の第１のセット
における各構成は、開始シンボル、レートマッチング情報、またはＱＣＬインジケーショ
ンのうちの少なくとも１つを定義する、手段と、ＥＰＤＣＣＨのために構成の第２のセッ
トを構成するための手段であって、構成の第２のセットは、構成の第１のセットの中から
のサブセットである、手段と、ＰＤＳＣＨのための構成の第１のセットおよびＥＰＤＣＣ
Ｈのための構成の第２のセットを送信するための手段と、ＥＰＤＣＣＨを送信するための
手段と、制御チャネルのために少なくとも第１のリソースセットおよび第２のリソースセ
ットを構成するための手段と、第１のリソースセットについての第１のレートマッチング
パラメータおよび第２のリソースセットについての第２のレートマッチングパラメータを
構成するための手段と、第１のレートマッチングパラメータおよび第２のレートマッチン
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グパラメータを送信するための手段と、第１のリソースセットおよび第２のリソースセッ
トを使用して制御チャネルを送信するための手段とを含む。上記の手段は、上記の手段に
よって列挙される機能を実施するように構成された装置１７０２’の処理システム１８１
４および／または装置１７０２の上記のモジュールのうちの１つまたは複数でありうる。
前述されたように、処理システム１８１４は、ＴＸプロセッサ６１６、ＲＸプロセッサ６
７０、およびコントローラ／プロセッサ６７５を含みうる。そのため、１つの構成では、
前述された手段は、前述された手段によって列挙される機能を実施するよう構成されるＴ
Ｘプロセッサ６１６、ＲＸプロセッサ６７０、およびコントローラ／プロセッサ６７５で
ありうる。
【０１２０】
　[00136]ここに開示された処理におけるステップの特定の順序または階層は、例示的な
アプローチの一例であるということが理解される。設計の選好に基づいて、処理における
ステップの特定の順序または階層は、再配置されうるということが理解される。さらに、
いくつかのステップは、組み合わされうるか、または省略されうる。付随する方法の請求
項は、サンプルの順序において様々なステップの要素を提示し、提示される特定の順序ま
たは階層に限定されるよう意図されるものではない。
【０１２１】
　[00137]以上の説明は、当業者が本明細書に記載された様々な態様を実施することが可
能なように提供するものである。これらの態様に対する様々な変更は、当業者には容易に
明らかであり、本明細書において定義される包括的な原理は、他の態様に適用されうる。
したがって、特許請求の範囲は、本明細書に示される態様に限定されることを意図したも
のではなく、特許請求の範囲における用語と矛盾しない全範囲を付与されるべきであり、
単数形での要素への言及は、特に指定のない限り、「１つであって、１つだけ」を意味す
ることを意図したものではなく、むしろ「１つまたは複数」を意味することが意図されて
いる。特に指定のない限り、「何らかの／いくつかの」という用語は、１つまたは複数を
指す。当業者に周知の、または後に周知となる、本開示を通して記述される様々な態様の
要素と構造的および機能的に同等な物はすべて、参照によって本明細書に明確に組み込ま
れ、特許請求の範囲に包含されることが意図されている。さらに、本明細書におけるどの
開示も、そのような開示が特許請求の範囲において明示的に列挙されているかどうかに関
わらず、公に献呈されることを意図するものではない。要素が「～のための手段」という
表現を使用して明確に列挙されない限り、どの特許請求の範囲の要素もミーンズプラスフ
ァンクションとして解釈されるべきではない。
　以下に、出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレス通信の方法であって、
　物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のための構成の第１のセットを受信する
ことと、ここにおいて、前記構成の第１のセットにおける各構成は、開始シンボル、レー
トマッチング情報、または疑似コロケーション（ＱＣＬ）インジケーションのうちの少な
くとも１つを定義する、
　拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ＥＰＤＣＣＨ）のための構成の第２のセットを受
信することと、ここにおいて、前記構成の第２のセットは、前記構成の第１のセットの中
からのサブセットである、
　前記ＥＰＤＣＣＨを受信することと、
　前記構成の第２のセットからの少なくとも１つの構成に基づいて前記ＥＰＤＣＣＨを処
理することと
　を備える、方法。
［Ｃ２］
　前記構成の第２のセットは、第１のＥＰＤＣＣＨ構成および第２のＥＰＤＣＣＨ構成を
含み、
　前記受信されるＥＰＤＣＣＨは、第１のリソースセットおよび第２のリソースセットに
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おいて受信され、
　前記第１のＥＰＤＣＣＨ構成は、前記第１のリソースセットにおいて前記ＥＰＤＣＣＨ
を処理するために定義され、
　前記第２のＥＰＤＣＣＨ構成は、前記第２のリソースセットにおいて前記ＥＰＤＣＣＨ
を処理するために定義される、上記Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記構成の第１のセットは、４つのＰＤＳＣＨ構成を含み、前記構成の第２のセットは
、前記４つのＰＤＳＣＨ構成の中からのサブセットである２つのＥＰＤＣＣＨ構成を含む
、上記Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記構成の第２のセットは、無線リソース制御（ＲＲＣ）構成に基づいて前記構成の第
１のセットから選択される、上記Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記ＰＤＳＣＨは、多地点協調システムにおいて実装される、上記Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　ワイヤレス通信の方法であって、
　制御チャネルのために構成された少なくとも第１のリソースセットおよび第２のリソー
スセットを決定することと、
　前記第１のリソースセットおよび第２のリソースセットについてアグリゲーションレベ
ルの共通のセットを決定することと、
　前記第１のリソースセットについての第１のレートマッチングパラメータ、および前記
第２のリソースセットについての第２のレートマッチングパラメータを決定することと、
　少なくとも前記アグリゲーションレベルの共通のセットならびに前記第１のレートマッ
チングパラメータおよび第２のレートマッチングパラメータを使用して、前記制御チャネ
ルを処理することと
　を備える、方法。
［Ｃ７］
　前記第１のリソースセットおよび前記第２のリソースセットについての前記アグリゲー
ションレベルの共通のセットを前記決定することは、
　前記第１のリソースセットにおける利用可能なリソースの第１の数、
　前記第２のリソースセットにおける利用可能なリソースの第２の数、
　またはそれら両方を決定することを含む、上記Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記アグリゲーションレベルの共通のセットを前記決定することは、
　利用可能なリソースの前記第１の数をしきい値と、利用可能なリソースの前記第２の数
を前記しきい値と、またはそれら両方を比較することと、
　前記比較に基づいて前記アグリゲーションレベルの共通のセットを選択することと
　をさらに含む、上記Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記第１のレートマッチングパラメータは、前記第１のリソースセットにおけるすべて
のチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）のまわりでレートマッチングを行うよう、
または前記第１のリソースセットにおける前記ＣＳＩ－ＲＳのサブセットのまわりでレー
トマッチングを行うよう構成され、
　前記第２のレートマッチングパラメータは、前記第２のリソースセットにおけるすべて
のＣＳＩ－ＲＳのまわりでレートマッチングを行うよう、または前記第２のリソースセッ
トにおける前記ＣＳＩ－ＲＳのサブセットのまわりでレートマッチングを行うよう構成さ
れる、上記Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記第１のレートマッチングパラメータは、前記第１のリソースセットにおけるすべて
のセル固有基準信号（ＣＲＳ）のまわりでレートマッチングを行うよう、または前記第１
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のリソースセットにおける前記ＣＲＳのサブセットのまわりでレートマッチングを行うよ
う構成され、
　前記第２のレートマッチングパラメータは、前記第２のリソースセットにおけるすべて
のＣＲＳのまわりでレートマッチングを行うよう、または前記第２のリソースセットにお
ける前記ＣＲＳのサブセットのまわりでレートマッチングを行うよう構成される、上記Ｃ
６に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記第１のレートマッチングパラメータは、第１の無線リソース制御（ＲＲＣ）構成に
基づいて決定され、前記第２のレートマッチングパラメータは、第２のＲＲＣ構成に基づ
いて決定される、上記Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記制御チャネルは、拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ＥＰＤＣＣＨ）である、上
記Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ１３］
　ワイヤレス通信の方法であって、
　拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ＥＰＤＣＣＨ）の開始シンボルがＥＰＤＣＣＨ構
成に基づくサブフレームにおける初期シンボルであるかどうかを決定することと、
　前記ＥＰＤＣＣＨの前記開始シンボルが前記サブフレームにおける前記初期シンボルで
あるときに前記サブフレームにおけるレガシ制御チャネルのサブセットを復号することを
控えることと
　を備える、方法。
［Ｃ１４］
　前記控えることは、前記サブフレームがダウンリンクブロードキャスト送信を含まない
ときに前記サブフレームにおけるレガシ制御チャネルのサブセットを復号することを控え
ることを含む、上記Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ１５］
　前記ＥＰＤＣＣＨ構成は、第１のＥＰＤＣＣＨリソースセットおよび第２のＥＰＤＣＣ
Ｈリソースセットを識別し、前記控えることは、前記第１のＥＰＤＣＣＨリソースセット
の開始シンボルおよび前記第２のＥＰＤＣＣＨリソースセットの開始シンボルの両方が前
記サブフレーム内に前記初期シンボルを含むときに、前記サブフレームにおいてレガシ制
御チャネルのサブセットを復号することを控えることを含む、上記Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ１６］
　前記レガシ制御チャネルは、
　物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）、
　物理ハイブリッドＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）、
　またはそれらの組み合わせのうちの少なくとも１つを含む、上記Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ１７］
　ワイヤレス通信の方法であって、
　物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のための構成の第１のセットを構成する
ことと、ここにおいて、前記構成の第１のセットにおける各構成は、開始シンボル、レー
トマッチング情報、または疑似コロケーション（ＱＣＬ）インジケーションのうちの少な
くとも１つを定義する、
　拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ＥＰＤＣＣＨ）のための構成の第２のセットを構
成することと、ここにおいて、前記構成の第２のセットは、前記構成の第１のセットの中
からのサブセットである、
　前記ＰＤＳＣＨのための前記構成の第１のセットおよび前記ＥＰＤＣＣＨのための前記
構成の第２のセットを送信することと、
　前記ＥＰＤＣＣＨを送信することと
　を備える、方法。
［Ｃ１８］
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　前記構成の第２のセットは、第１のＥＰＤＣＣＨ構成および第２のＥＰＤＣＣＨ構成を
含み、
　前記送信されるＥＰＤＣＣＨは、第１のリソースセットおよび第２のリソースセットに
おいて送信され、
　前記第１のＥＰＤＣＣＨ構成は、前記第１のリソースセットにおいて前記ＥＰＤＣＣＨ
を処理するために定義され、
　前記第２のＥＰＤＣＣＨ構成は、前記第２のリソースセットにおいて前記ＥＰＤＣＣＨ
を処理するために定義される、上記Ｃ１７に記載の方法。
［Ｃ１９］
　前記構成の第１のセットは、４つのＰＤＳＣＨ構成を含み、前記構成の第２のセットは
、前記４つのＰＤＳＣＨ構成の中からのサブセットである２つのＥＰＤＣＣＨ構成を含む
、上記Ｃ１８に記載の方法。
［Ｃ２０］
　前記構成の第２のセットは、無線リソース制御（ＲＲＣ）構成に基づいて前記構成の第
１から選択される、上記Ｃ１７に記載の方法。
［Ｃ２１］
　前記ＰＤＳＣＨは、多地点協調システムにおいて実装される、上記Ｃ１７に記載の方法
。
［Ｃ２２］
　ワイヤレス通信の方法であって、
　制御チャネルのために少なくとも第１のリソースセットおよび第２のリソースセットを
構成することと、ここにおいて、前記第１および第２のリソースセットは、共通の基準信
号構成を用いて構成される、
　前記第１のリソースセットについての第１のレートマッチングパラメータ、および前記
第２のリソースセットについての第２のレートマッチングパラメータを構成することと、
　前記第１のレートマッチングパラメータおよび前記第２のレートマッチングパラメータ
を送信することと、
　前記第１のリソースセットおよび前記第２のリソースセットを使用して前記制御チャネ
ルを送信することと
　を備える、方法。
［Ｃ２３］
　前記共通の基準信号構成は、少なくとも、共通のチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－
ＲＳ）構成または共通の基準信号（ＣＲＳ）構成を含む、上記Ｃ２２に記載の方法。
［Ｃ２４］
　前記第１のレートマッチングパラメータは、制御チャネルリソース要素（ＲＥ）が前記
第１のリソースセットにおけるすべてのチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）のま
わりでレートマッチングされることを示し、または前記制御チャネルＲＥが前記第１のリ
ソースセットにおける前記ＣＳＩ－ＲＳのサブセットのまわりでレートマッチングされる
ことを示し、
　前記第２のレートマッチングパラメータは、前記制御チャネルＲＥが前記第２のリソー
スセットにおけるすべてのＣＳＩ－ＲＳのまわりでレートマッチングされることを示し、
または前記制御チャネルＲＥが前記第２のリソースセットにおける前記ＣＳＩ－ＲＳのサ
ブセットのまわりでレートマッチングされることを示す、上記Ｃ２２に記載の方法。
［Ｃ２５］
　前記第１のレートマッチングパラメータは、前記制御チャネルＲＥが前記第１のリソー
スセットにおけるすべてのセル固有基準信号（ＣＲＳ）のまわりでレートマッチングされ
ることを示し、または前記制御チャネルＲＥが前記第１のリソースセットにおける前記Ｃ
ＲＳのサブセットのまわりでレートマッチングされることを示し、
　前記第２のレートマッチングパラメータは、前記制御チャネルＲＥが前記第２のリソー
スセットにおけるすべてのＣＲＳのまわりでレートマッチングされることを示し、または
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前記制御チャネルＲＥが前記第２のリソースセットにおける前記ＣＲＳのサブセットのま
わりでレートマッチングされることを示す、上記Ｃ２２に記載の方法。
［Ｃ２６］
　前記第１のレートマッチングパラメータは、第１の無線リソース制御（ＲＲＣ）構成を
介して構成され、前記第２のレートマッチングパラメータは、第２のＲＲＣ構成を介して
構成される、上記Ｃ２２に記載の方法。
［Ｃ２７］
　前記制御チャネルは、拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ＥＰＤＣＣＨ）である、上
記Ｃ２２に記載の方法。
［Ｃ２８］
　ワイヤレス通信の装置であって、
　物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のための構成の第１のセットを受信する
ための手段と、ここにおいて、前記構成の第１のセットにおける各構成は、開始シンボル
、レートマッチング情報、または疑似コロケーション（ＱＣＬ）インジケーションのうち
の少なくとも１つを定義する、
　拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ＥＰＤＣＣＨ）のための構成の第２のセットを受
信するための手段と、ここにおいて、前記構成の第２のセットは、前記構成の第１のセッ
トの中からのサブセットである、
　前記ＥＰＤＣＣＨを受信するための手段と、
　前記構成の第２のセットからの少なくとも１つの構成に基づいて前記ＥＰＤＣＣＨを処
理するための手段と
　を備える、装置。
［Ｃ２９］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　制御チャネルのために構成された少なくとも第１のリソースセットおよび第２のリソー
スセットを決定するための手段と、
　前記第１のリソースセットおよび第２のリソースセットについてのアグリゲーションレ
ベルの共通のセットを決定するための手段と、
　前記第１のリソースセットについての第１のレートマッチングパラメータ、および前記
第２のリソースセットについての第２のレートマッチングパラメータを決定するための手
段と、
　少なくとも前記アグリゲーションレベルの共通のセットならびに前記第１のレートマッ
チングパラメータおよび第２のレートマッチングパラメータを使用して、前記制御チャネ
ルを処理するための手段と
　を備える、装置。
［Ｃ３０］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ＥＰＤＣＣＨ）の開始シンボルがＥＰＤＣＣＨ構
成に基づくサブフレームにおける初期シンボルであるかどうかを決定するための手段と、
　前記ＥＰＤＣＣＨの前記開始シンボルが前記サブフレームにおける前記初期シンボルで
あるときに前記サブフレームにおけるレガシ制御チャネルのサブセットを復号することを
控えるための手段と
　を備える、装置。
［Ｃ３１］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のための構成の第１のセットを構成する
ための手段と、ここにおいて、前記構成の第１のセットにおける各構成は、開始シンボル
、レートマッチング情報、または疑似コロケーション（ＱＣＬ）インジケーションのうち
の少なくとも１つを定義する、
　拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ＥＰＤＣＣＨ）のための構成の第２のセットを構
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成するための手段と、ここにおいて、前記構成の第２のセットは、前記構成の第１のセッ
トの中からのサブセットである、
　前記ＰＤＳＣＨのための前記構成の第１のセットおよび前記ＥＰＤＣＣＨのための前記
構成の第２のセットを送信するための手段と、
　前記ＥＰＤＣＣＨを送信するための手段と
　を備える、装置。
［Ｃ３２］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　制御チャネルのために少なくとも第１のリソースセットおよび第２のリソースセットを
構成するための手段と、ここにおいて、前記第１および第２のリソースセットは、共通の
基準信号構成を用いて構成される、
　前記第１のリソースセットについての第１のレートマッチングパラメータ、および前記
第２のリソースセットについての第２のレートマッチングパラメータを構成するための手
段と、
　前記第１のレートマッチングパラメータおよび前記第２のレートマッチングパラメータ
を送信するための手段と、
　前記第１のリソースセットおよび前記第２のリソースセットを使用して前記制御チャネ
ルを送信するための手段と
　を備える、装置。
［Ｃ３３］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のための構成の第１のセットを受信する
ことと、ここにおいて、前記構成の第１のセットにおける各構成は、開始シンボル、レー
トマッチング情報、または疑似コロケーション（ＱＣＬ）インジケーションのうちの少な
くとも１つを定義する、
　拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ＥＰＤＣＣＨ）のための構成の第２のセットを受
信することと、ここにおいて、前記構成の第２のセットは、前記構成の第１のセットの中
からのサブセットである、
　前記ＥＰＤＣＣＨを受信することと、
　前記構成の第２のセットからの少なくとも１つの構成に基づいて前記ＥＰＤＣＣＨを処
理することと
　を行うよう構成される、装置。
［Ｃ３４］
　前記構成の第２のセットは、第１のＥＰＤＣＣＨ構成および第２のＥＰＤＣＣＨ構成を
含み、
　前記受信されるＥＰＤＣＣＨは、第１のリソースセットおよび第２のリソースセットに
おいて受信され、
　前記第１のＥＰＤＣＣＨ構成は、前記第１のリソースセットにおいて前記ＥＰＤＣＣＨ
を処理するために定義され、
　前記第２のＥＰＤＣＣＨ構成は、前記第２のリソースセットにおいて前記ＥＰＤＣＣＨ
を処理するために定義される、上記Ｃ３３に記載の装置。
［Ｃ３５］
　前記構成の第１のセットは、４つのＰＤＳＣＨ構成を含み、前記構成の第２のセットは
、前記４つのＰＤＳＣＨ構成の中からのサブセットである２つのＥＰＤＣＣＨ構成を含む
、上記Ｃ３４に記載の装置。
［Ｃ３６］
　前記構成の第２のセットは、無線リソース制御（ＲＲＣ）構成に基づいて前記構成の第
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１のセットから選択される、上記Ｃ３３に記載の装置。
［Ｃ３７］
　前記ＰＤＳＣＨは、多地点協調システムにおいて実装される、上記Ｃ３３に記載の装置
。
［Ｃ３８］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　制御チャネルのために構成された少なくとも第１のリソースセットおよび第２のリソー
スセットを決定することと、
　前記第１のリソースセットおよび第２のリソースセットについてのアグリゲーションレ
ベルの共通のセットを決定することと、
　前記第１のリソースセットについての第１のレートマッチングパラメータ、および前記
第２のリソースセットについての第２のレートマッチングパラメータを決定することと、
　少なくとも前記アグリゲーションレベルの共通のセットならびに前記第１のレートマッ
チングパラメータおよび第２のレートマッチングパラメータを使用して前記制御チャネル
を処理することと
　を行うよう構成される、装置。
［Ｃ３９］
　前記第１のリソースセットおよび前記第２のリソースセットについての前記アグリゲー
ションレベルの共通のセットを前記決定することは、
　前記第１のリソースセットにおける利用可能なリソースの第１の数、
　前記第２のリソースセットにおける利用可能なリソースの第２の数、
　またはそれら両方を決定することを含む、上記Ｃ３８に記載の装置。
［Ｃ４０］
　前記アグリゲーションレベルの共通のセットを前記決定することは、
　利用可能なリソースの前記第１の数をしきい値と、利用可能なリソースの前記第２の数
を前記しきい値と、またはそれら両方を比較することと、
　前記比較に基づいて前記アグリゲーションレベルの共通のセットを選択することと
　をさらに含む、上記Ｃ３９に記載の装置。
［Ｃ４１］
　前記第１のレートマッチングパラメータは、前記第１のリソースセットにおけるすべて
のチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）のまわりでレートマッチングを行うよう、
または前記第１のリソースセットにおける前記ＣＳＩ－ＲＳのサブセットのまわりでレー
トマッチングを行うよう構成され、
　前記第２のレートマッチングパラメータは、前記第２のリソースセットにおけるすべて
のＣＳＩ－ＲＳのまわりでレートマッチングを行うよう、または前記第２のリソースセッ
トにおける前記ＣＳＩ－ＲＳのサブセットのまわりでレートマッチングを行うよう構成さ
れる、上記Ｃ３８に記載の装置。
［Ｃ４２］
　前記第１のレートマッチングパラメータは、前記第１のリソースセットにおけるすべて
のセル固有基準信号（ＣＲＳ）のまわりでレートマッチングを行うよう、または前記第１
のリソースセットにおける前記ＣＲＳのサブセットのまわりでレートマッチングを行うよ
う構成され、
　前記第２のレートマッチングパラメータは、前記第２のリソースセットにおけるすべて
のＣＲＳのまわりでレートマッチングを行うよう、または前記第２のリソースセットにお
ける前記ＣＲＳのサブセットのまわりでレートマッチングを行うよう構成される、上記Ｃ
３８に記載の装置。
［Ｃ４３］



(41) JP 6162253 B2 2017.7.12

10

20

30

40

50

　前記第１のレートマッチングパラメータは、第１の無線リソース制御（ＲＲＣ）構成に
基づいて決定され、前記第２のレートマッチングパラメータは、第２のＲＲＣ構成に基づ
いて決定される、上記Ｃ３８に記載の装置。
［Ｃ４４］
　前記制御チャネルは、拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ＥＰＤＣＣＨ）である、上
記Ｃ３８に記載の装置。
［Ｃ４５］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ＥＰＤＣＣＨ）の開始シンボルがＥＰＤＣＣＨ構
成に基づくサブフレームにおける初期シンボルであるかどうかを決定することと、
　前記ＥＰＤＣＣＨの前記開始シンボルが前記サブフレームにおける前記初期シンボルで
あるときに前記サブフレームにおけるレガシ制御チャネルのサブセットを復号することを
控えることと
　を行うよう構成される、装置。
［Ｃ４６］
　前記控えることは、前記サブフレームがダウンリンクブロードキャスト送信を含まない
ときに前記サブフレームにおけるレガシ制御チャネルのサブセットを復号することを控え
ることを備える、上記Ｃ４５に記載の装置。
［Ｃ４７］
　前記ＥＰＤＣＣＨ構成は、第１のＥＰＤＣＣＨリソースセットおよび第２のＥＰＤＣＣ
Ｈリソースセットを識別し、前記控えることは、前記第１のＥＰＤＣＣＨリソースセット
の開始シンボルおよび前記第２のＥＰＤＣＣＨリソースセットの開始シンボルの両方が前
記サブフレーム内に前記初期シンボルを含むときに、前記サブフレームにおいてレガシ制
御チャネルのサブセットを復号することを控えることを含む、上記Ｃ４５に記載の装置。
［Ｃ４８］
　前記レガシ制御チャネルは、
　物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）、
　物理ハイブリッドＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）、
　またはそれらの組み合わせのうちの少なくとも１つを含む、上記Ｃ４５に記載の装置。
［Ｃ４９］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のための構成の第１のセットを構成する
ことと、ここにおいて、前記構成の第１のセットにおける各構成は、開始シンボル、レー
トマッチング情報、または疑似コロケーション（ＱＣＬ）インジケーションのうちの少な
くとも１つを定義する、
　拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ＥＰＤＣＣＨ）のための構成の第２のセットを構
成することと、ここにおいて、前記構成の第２のセットは、前記構成の第１のセットの中
からのサブセットである、
　前記ＰＤＳＣＨのための前記構成の第１のセットおよび前記ＥＰＤＣＣＨのための前記
構成の第２のセットを送信することと、
　前記ＥＰＤＣＣＨを送信することと
　を行うよう構成される、装置。
［Ｃ５０］
　前記構成の第２のセットは、第１のＥＰＤＣＣＨ構成および第２のＥＰＤＣＣＨ構成を
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含み、
　前記送信されるＥＰＤＣＣＨは、第１のリソースセットおよび第２のリソースセットに
おいて送信され、
　前記第１のＥＰＤＣＣＨ構成は、前記第１のリソースセットにおいて前記ＥＰＤＣＣＨ
を処理するために定義され、
　前記第２のＥＰＤＣＣＨ構成は、前記第２のリソースセットにおいて前記ＥＰＤＣＣＨ
を処理するために定義される、上記Ｃ４９に記載の装置。
［Ｃ５１］
　前記構成の第１のセットは、４つのＰＤＳＣＨ構成を含み、前記構成の第２のセットは
、前記４つのＰＤＳＣＨ構成の中からのサブセットである２つのＥＰＤＣＣＨ構成を含む
、上記Ｃ５０に記載の装置。
［Ｃ５２］
　前記構成の第２のセットは、無線リソース制御（ＲＲＣ）構成に基づいて前記構成の第
１から選択される、上記Ｃ４９に記載の装置。
［Ｃ５３］
　前記ＰＤＳＣＨは、多地点協調システムにおいて実装される、上記Ｃ４９に記載の装置
。
［Ｃ５４］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　制御チャネルのために少なくとも第１のリソースセットおよび第２のリソースセットを
構成することと、ここにおいて、前記第１および第２のリソースセットは、共通の基準信
号構成を用いて構成される、
　前記第１のリソースセットについての第１のレートマッチングパラメータ、および前記
第２のリソースセットについての第２のレートマッチングパラメータを構成することと、
　前記第１のレートマッチングパラメータおよび前記第２のレートマッチングパラメータ
を送信することと、
　前記第１のリソースセットおよび前記第２のリソースセットを使用して前記制御チャネ
ルを送信することと
　を行うよう構成される、装置。
［Ｃ５５］
　前記共通の基準信号構成は、少なくとも、共通のチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－
ＲＳ）構成または共通の基準信号（ＣＲＳ）構成を備える、上記Ｃ５４に記載の装置。
［Ｃ５６］
　前記第１のレートマッチングパラメータは、制御チャネルリソース要素（ＲＥ）が前記
第１のリソースセットにおけるすべてのチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）のま
わりでレートマッチングされることを示し、または前記制御チャネルＲＥが前記第１のリ
ソースセットにおける前記ＣＳＩ－ＲＳのサブセットのまわりでレートマッチングされる
ことを示し、
　前記第２のレートマッチングパラメータは、前記制御チャネルＲＥが前記第２のリソー
スセットにおけるすべてのＣＳＩ－ＲＳのまわりでレートマッチングされることを示し、
または前記制御チャネルＲＥが前記第２のリソースセットにおける前記ＣＳＩ－ＲＳのサ
ブセットのまわりでレートマッチングされることを示す、上記Ｃ５４に記載の装置。
［Ｃ５７］
　前記第１のレートマッチングパラメータは、前記制御チャネルＲＥが前記第１のリソー
スセットにおけるすべてのセル固有基準信号（ＣＲＳ）のまわりでレートマッチングされ
ることを示し、または前記制御チャネルＲＥが前記第１のリソースセットにおける前記Ｃ
ＲＳのサブセットのまわりでレートマッチングされることを示し、
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　前記第２のレートマッチングパラメータは、前記制御チャネルＲＥが前記第２のリソー
スセットにおけるすべてのＣＲＳのまわりでレートマッチングされることを示し、または
前記制御チャネルＲＥが前記第２のリソースセットにおける前記ＣＲＳのサブセットのま
わりでレートマッチングされることを示す、上記Ｃ５４に記載の装置。
［Ｃ５８］
　前記第１のレートマッチングパラメータは、第１の無線リソース制御（ＲＲＣ）構成を
介して構成され、前記第２のレートマッチングパラメータは、第２のＲＲＣ構成を介して
構成される、上記Ｃ５４に記載の装置。
［Ｃ５９］
　前記制御チャネルは、拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ＥＰＤＣＣＨ）である、上
記Ｃ５４に記載の装置。
［Ｃ６０］
　コンピュータ可読媒体に記憶されたコンピュータプログラム製品であって、
　物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のための構成の第１のセットを受信する
ことと、ここにおいて、前記構成の第１のセットにおける各構成は、開始シンボル、レー
トマッチング情報、または疑似コロケーション（ＱＣＬ）インジケーションのうちの少な
くとも１つを定義する、
　拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ＥＰＤＣＣＨ）のための構成の第２のセットを受
信することと、ここにおいて、前記構成の第２のセットは、前記構成の第１のセットの中
からのサブセットである、
　前記ＥＰＤＣＣＨを受信することと、
　前記構成の第２のセットからの少なくとも１つの構成に基づいて前記ＥＰＤＣＣＨを処
理することと
　を行うためのコードを備える、コンピュータプログラム製品。
［Ｃ６１］
　コンピュータ可読媒体に記憶されたコンピュータプログラム製品であって、
　制御チャネルのために構成された少なくとも第１のリソースセットおよび第２のリソー
スセットを決定することと、
　前記第１のリソースセットおよび第２のリソースセットについてのアグリゲーションレ
ベルの共通のセットを決定することと、
　前記第１のリソースセットについての第１のレートマッチングパラメータ、および前記
第２のリソースセットについての第２のレートマッチングパラメータを決定することと、
　少なくとも前記アグリゲーションレベルの共通のセットならびに前記第１のレートマッ
チングパラメータおよび第２のレートマッチングパラメータを使用して前記制御チャネル
を処理することと
　を行うためのコードを備える、コンピュータプログラム製品。
［Ｃ６２］
　コンピュータ可読媒体に記憶されたコンピュータプログラム製品であって、
　拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ＥＰＤＣＣＨ）の開始シンボルがサブフレームに
おける初期シンボルであるかどうかを決定することと、
　前記ＥＰＤＣＣＨの前記開始シンボルが前記サブフレームにおける前記初期シンボルで
あるときに前記サブフレームにおけるレガシ制御チャネルのサブセットを復号することを
控えることと
　を行うためのコードを備える、コンピュータプログラム製品。
［Ｃ６３］
　コンピュータ可読媒体に記憶されたコンピュータプログラム製品であって、
　物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のための構成の第１のセットを構成する
ことと、ここにおいて、前記構成の第１のセットにおける各構成は、開始シンボル、レー
トマッチング情報、または疑似コロケーション（ＱＣＬ）インジケーションのうちの少な
くとも１つを定義する、
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　拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ＥＰＤＣＣＨ）のための構成の第２のセットを構
成することと、ここにおいて、前記構成の第２のセットは、前記構成の第１のセットの中
からのサブセットである、
　前記ＰＤＳＣＨのための前記構成の第１のセットおよび前記ＥＰＤＣＣＨのための前記
構成の第２のセットを送信することと、
　前記ＥＰＤＣＣＨを送信することと
　を行うためのコードを備える、コンピュータプログラム製品。
［Ｃ６４］
　コンピュータ可読媒体に記憶されたコンピュータプログラム製品であって、
　制御チャネルのために少なくとも第１のリソースセットおよび第２のリソースセットを
構成することと、ここにおいて、前記第１および第２のリソースセットは、共通の基準信
号構成を用いて構成される、
　前記第１のリソースセットについての第１のレートマッチングパラメータ、および前記
第２のリソースセットについての第２のレートマッチングパラメータを構成することと、
　前記第１のレートマッチングパラメータおよび前記第２のレートマッチングパラメータ
を送信することと、
　前記第１のリソースセットおよび前記第２のリソースセットを使用して前記制御チャネ
ルを送信することと
　を行うためのコードを備える、コンピュータプログラム製品。

【図１】 【図２】
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